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特集　認知症でも安心して暮らせるまちへ

みんなで広げよう

認知症サポーターの輪
　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
認
知
症
の
人
を
支
え
る
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
に
力
を

い
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
８
万

人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
大
作

戦
」
と
題
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
育
成
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
公
社
星
田
団
地
自
治

会
で
行
な
わ
れ
た
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
８
９
５
・
１
１
８
５
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す

る
、
団
体
向
け
出
前
講
座
と
個
人

向
け
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
団
体
向
け
出
前
講
座

対 　

象　
　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
お
お
む
ね
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ

開 

催
日
時　

原
則
と
し
て
、
市
の

休
日
を
除
く
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

開 

催
場
所　

市
内
に
限
る

※ 

会
場
は
、
申
し
込
ん
だ
団
体
が

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

費 　

用　

１
人
１
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申 

し
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会

■
個
人
向
け
講
座

と 　

き　

８
月
25
日
（
火
）、
28
日

（
金
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※ 

ど
ち
ら
か
１
日
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

定　

員　

各
日
40
人（
先
着
順
）

費 　

用　

１
人
１
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申 

し
込
み　

８
月
６
日
（
木
）
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会

認知症とは

　認知症とは、脳の細胞が正常に働かなくなる
「脳の病気」であり、誰にでもなる可能性がある
病気です。主な症状としては、「記憶障害」「見当
識障害」「理解・判断力の低下」「実行機能の低下」
などがあり、進行により現実を正しく認識でき
なくなります。
　また、脳機能の低下に伴い、行動・心理症状と
して、「不安・焦燥」「うつ状態」「徘徊」「興奮・暴
力」「不潔行為」などが起こります。
　認知症の人が、暴言を吐いたり、被害妄想にな
るのは、この行動・心理症状が原因なので「性格
が悪い」と思わず、おおらかな態度で接してくだ
さい。

認知症サポーターとは

　認知症サポーターとは、「なにか」特別にする
人ではありません。認知症について正しく理解
し、偏見を持たず、認知症の人や家族を温かく見
守る応援者です。
　認知症を自分たちの問題と認識し、友人や家
族に学んだ知識を伝えることや認知症の人やそ
の家族の気持ちを理解しようと努めることもサ
ポーターの重要な活動です。
　あなたにもできることがきっとあるはずで
す。みなさんも積極的にサポーター講座を受け
て、認知症になっても安心して暮らせる交野市
を目ざしましょう。
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　認知症サポーター講座を受講した人に、認知症サ
ポーターの証し「オレンジリング」を渡しています。
　認知症の人が地域で暮らし
ていくために、地域住民・企業・
団体・学校・医療機関など、さ
まざまな人に講座を受けてい
ただきたいと考えています。

認知症サポーター講座を紹介

in 公社星田団地自治会

と　き　21年 6月 24日（水）
　　　　午前 10時～ 11時 30分
ところ　公社星田団地自治会館
参加者　30人

オレンジリングが目印

認知症についての説明

対応の仕方について講義講座修了・リングを贈呈

　

も
と
も
と
、
健
康
増
進
課
の
元

気
ア
ッ
プ
大
作
戦
を
行
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
自
治
会
の
中
で
、
認

知
症
の
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の

課
題
が
あ
が
っ
て
い
た
の
で
、
今

回
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
参
加
者
に

と
っ
て
身
近
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
み
な
さ
ん
メ
モ
を
と
っ
た
り

し
て
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

星
田
団
地
も
高
齢
者
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
話
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。こ

れ
を
き
っ
か
け
に
交
野
市
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増
え
て
く
れ
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

（発起人）矢野史郎さん、森田健太
郎さん、向井英保さん＝写真左から

公
社
星
田
団
地
自
治
会

　

会
長　

矢
野
史
郎
さ
ん

認
知
症
は
身
近
な
問
題

真剣にメモを取る姿も

まずは見守る 余裕をもって対応する

認知症と思われる人に気づいたら、本人やほかの
人に気づかれないように、一定の距離を保ち、さ
りげなく様子を見守りましょう。近づき過ぎたり、
ジロジロ見たりするのは禁物です。

こちらが困惑や焦りを感じていると、相手にも伝
わって動揺させてしまいます。自然な笑顔で応じ
ましょう。

声をかけるときは１人で 後ろから声をかけない

複数で取り囲むと恐怖心をあおりやすいので、で
きるだけ一人で声をかけましょう。

一定の距離で相手の視野に入ったところで声をか
けましょう。

相手に目線を合わせてやさしい口調で おだやかに、はっきりした滑舌で

小柄の人の場合は、体を低くして目線を同じ高さ
にして対応しましょう。

高齢者は耳が聞こえにくい人が多いので、ゆっく
りとはっきり、なめらかな口調を心がけましょう。

相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

認知症の人はせかされるのが苦手です。同時に複数の問いに答えることも苦手です。相手の反応をうか
がいながら会話をしましょう。たどたどしい言葉でも相手の言葉をゆっくり聴き、何をしたいのかを相
手の言葉を使って推測・確認していきましょう。

認知症の人と接する時の７つのポイント
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市政のうごき

10月から公的年金からの
市・府民税の

特別徴収が始まります

問い合わせ　税務室（℡  892・0121）

　

現
在
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
て
、
市
・
府
民
税
の
納
税
義
務

の
あ
る
人
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
か

ら
、公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
公

的
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
納
付
方
法
を
変

更
す
る
も
の
で
あ
り
、
改
正
に
よ

る
新
た
な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
特 

別
徴
収
の
対
象
者

　

21
年
４
月
１
日
現
在
、
次
の
条

件
全
て
に
該
当
す
る
人

▽ 

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
市
・
府
民
税
が
課
税
さ
れ

る
人

▽ 

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎

年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職

年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人

▽ 

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
人

■
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額

　

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業

年
金
な
ど
を
含
む
全
て
の
公
的

年
金
等
の
所
得
額
に
応
じ
た
税
額

（
均
等
割
額
お
よ
び
所
得
割
額
）

が
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所

得
（
個
人
年
金
、
不
動
産
所
得
な

ど
）
に
か
か
る
税
額
が
あ
る
場
合

は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り

別
途
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
改
正
に

よ
り
公
的
年
金
等
の
所
得
に
か
か

る
税
額
を
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収

と
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
65
歳
未
満
で
、
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

人
も
同
様
と
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
開
始
時
期

　

21
年
度
は
年
税
額
が
２
つ
に
分

割
さ
れ
、
半
分
が
普
通
徴
収
（
納

付
書
で
納
付
）、
も
う
半
分
が
特

別
徴
収
と
な
り
ま
す
。特
別
徴
収

は
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。

■
22
年
度
以
降
の
特
別
徴
収

　

22
年
の
４
・
６
・
８
月
は
、
22
年

２
月
に
徴
収
さ
れ
た
税
額
が
特
別

徴
収
さ
れ
ま
す
（
仮
徴
収
）。10
・

12
・
翌
２
月
は
、
22
年
６
月
に
決

定
さ
れ
る
市
・
府
民
税
の
年
税
額

か
ら
仮
徴
収
を
引
い
た
残
額
が
特

別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
な
る
税
額
・
徴
収

月
な
ど
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
お

送
り
し
た
納
税
通
知
書
の
「
４
．

年
税
額
と
納
付
方
法
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

21 年度の納付方法

普通徴収
（納付書で納付）

特別徴収
（年金天引き）

徴収月
（納期月）

1期
（6月）

2期
（8月） 10月 12月 22年

2月

納税額
年税額
の¼  

年税額
の¼  

年税額
の⅙  

年税額
の⅙  

年税額
の⅙  

年税額の½  年税額の½  

22 年度以降の納付方法

特別徴収

仮徴収 本徴収

徴収月
（納期月）4月 6月 8月 10月 12月 翌年

2月

納税額 前年度 2月に
徴収された税額

年税額から仮徴収額
を差し引いた残額の
それぞれ⅓  

今回の改正に関するＱ＆Ａ
Q　どうして特別徴収が実施されるのですか。
Ａ 　今後、高齢化社会の進展に伴い、公的年金を受
給する高齢者の増加が見込まれ、年金受給者の納
税の便宜の向上や市町村の事務の効率化を図る
観点から導入されます。

Ｑ 　特別徴収から、口座振替への変更を選択できま
すか。
Ａ 　現時点では口座振替への選択制が導入される
予定はありません。給与からの特別徴収におい
て、納税者による選択が認められていないため、
公的年金からの特別徴収も同様の扱いになりま
す。

Ｑ 　特別徴収が途中で中止されることはあります
か。
Ａ 　公的年金からの特別徴収は、次の場合に中止さ
れます。
　 ▽交野市外に転出したとき
　 ▽死亡したとき
　 ▽ 公的年金からの特別徴収税額が変更になったと
き

　 ▽介護保険料の特別徴収が中止になったとき
　 　特別徴収が中止になった場合、特別徴収できな
くなった税額は、市から改めて納税通知書を送り
ますので、普通徴収で納付していただきます。
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市政のうごき

交野市職員を募集

問い合わせ　人事課（℡  892・0121）

　

市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。募

集
す
る
職
種
、
受
験
資
格
、
採
用

予
定
人
数
な
ど
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。
各
職
種
と
も
、
国
籍
・
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

第
１
次
試
験
日　

９
月
20
日（
日
）

採 

用
予
定
日　

22
年
４
月
１
日

採
用
予
定
人
数

▽
事
務
職
＝
4
人
程
度

▽ 

事
務
職
〈
資
格
保
有
者
〉
＝
手

話
通
訳
士
・
手
話
通
訳
者
１
人

程
度
、社
会
福
祉
士
１
人
程
度

▽
土
木
職
＝
１
人
程
度

▽
建
築
職
＝
１
人
程
度

▽
保
育
士
＝
１
人
程
度

▽
消
防
職
＝
２
人
程
度

▽ 

事
務
職〈
身
体
障
が
い
者
対
象
〉

＝
１
人
程
度

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布

▽ 

窓
口
で
の
配
布
＝
市
役
所
本
館

２
階
人
事
課
、
星
田
出
張
所
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
本

部
総
務
課

▽ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
＝http://w
w
w
. 

c
ity.ka

ta
n
o
.o
sa
ka
.jp
/

kakka/jinji/

※ 

印
刷
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
白
色

普
通
紙
に
黒
色
イ
ン
ク
で
印
刷

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

郵
送
で
請
求
＝
封
筒
の
表
に

「
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
希
望
職
種
を
記
入
し
た

紙
と
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、
３
６
０
円
切

手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
（
縦

23
・
５
㌢
×
横
12
㌢
の
定
型
封

筒
）
を
同
封
し
、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

人
事
課

申 

し
込
み　

９
月
１
日
（
火
）
〜

11
日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分
〈
土
・
日
曜
日
を

除
く
〉
に
市
役
所
本
館
２
階
人

事
課

事務職（4人程度）
① 昭和 58 年 4 月 2 日～昭和 63 年 4 月 1 日に生
まれ、学校教育法による大学を卒業した人、ま
たは同等の資格があると認める人

② 昭和61年4月2日～平成2年4月1日に生まれ、
学校教育法による短大等を卒業した人

③ 昭和63年4月2日～平成4年4月1日に生まれ、
学校教育法による高校を卒業した人、または高
校卒業程度の知識を有する人（短大等卒業の人
を除く）

事務職〈資格保有者〉（各 1人程度）
① 昭和 53 年 4月 2日以降に生まれ、手話通訳士
または手話通訳者（各都道府県で手話通訳登録
された人）の資格を有する人

② 昭和 53 年 4月 2日以降に生まれ、社会福祉士
の資格を有する人

※ いずれも第 1次試験日時点で、資格を有する人
に限ります。

土木職（1人程度）
　 昭和 53 年 4月 2日以降に生まれ、学校教育法
による大学・短大等・高校で、土木に関する専
門の課程を修了した人

建築職（1人程度）
　 昭和 53 年 4月 2日以降に生まれ、学校教育法
による大学・短大等・高校で、建築に関する専
門の課程を修了した人

保育士（1人程度）
　 昭和 53 年 4月 2日以降に生まれ、保育士資格
と幼稚園教諭免許の両方を有する人

※ 22年 3月取得見込みの人を含みます。

消防職（2人程度）
　 次の①または②に該当し、ⒶⒷ両方の要件を満
たす人

① 昭和 58 年 4 月 2 日～昭和 63 年 4 月 1 日に生
まれ、学校教育法による大学を卒業した人、ま
たは同等の資格があると認める人

② 昭和 61 年 4月 2日～平成 4年 4月 1日に生ま
れ、学校教育法による短大等・高校を卒業した人、
または高校卒業程度の知識を有する人

Ⓐ 普通自動車運転免許取得者で、過去 3年間無事
故の人、または 22 年 3 月末日までに普通自動
車運転免許を取得見込みの人

Ⓑ 視力・色覚・聴力など、災害現場などにおける
消防職務遂行に必要な健康度や体力を有してい
る人

事務職〈身体障がい者対象〉（1人程度）
　 昭和 53 年 4月 2日以降に生まれ、次のすべて
の要件を満たす人

① 身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度
が 1～ 4級である

② 交野市内に住所を有している（就学または職業
訓練施設に入るため、一時的に市外に居住して
いる人を含む）

③ 自力で通勤ができ、介助者なしに通常の職務遂
行が可能

※ 大学卒業の人（22年 3月卒業見込み含む）は大
学卒業者対象の試験、それ以外の人は高校卒業
者対象の試験を受験してもらいます。

※点字による受験ができます。

※学歴については、いずれも 22年 3月卒業見込みの人を含みます。
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高額医療・高額介護
合算療養費制度

問い合わせ　国民健康保険課（℡  892・0121）・
市民総合窓口担当（℡  892・0121）

市政のうごき

ボールゲームフェスタ
in星のまち交野

問い合わせ　社会教育課（℡  892・7721）

　

子
ど
も
た
ち
に
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
と
、
日

本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
（
Ｊ

Ｔ
Ｌ
）
所
属
の
選
手
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
ま

す
。み
な
さ
ん
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

８
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

主 　

催　

市
、
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
連
携
機
構

※ 

Ｊ
Ｔ
Ｌ
＝
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
、
８
競
技
の
ト
ッ

プ
リ
ー
グ
が
連
携
し
、
国
際
競

技
向
上
へ
の
支
援
事
業
な
ど
を

手
が
け
る
団
体

①ボールで遊ぼう！

10:00 ～ 12:00　いきいきランド交野メインアリーナ

②保護者セミナー「子どもの食事とスポーツ」

10:30 ～ 11:30　いきいきランド交野第 3会議室

③スポーツクリニック

10:00 ～

▽バレーボール　いきいきランド交野サブアリーナ

▽サッカー　　　いきいきランド交野グラウンド

▽ソフトボール　私部公園グラウンド
13:30 ～

▽バレーボール　いきいきランド交野メインアリーナ

▽サッカー　　　いきいきランド交野グラウンド

▽ラグビー　　　いきいきランド交野グラウンド

▽ソフトボール　私部公園グラウンド
④アトラクション
（交野チアリーディング・交野ジュニア吹奏楽団）

12:00 ～ 13:00　いきいきランド交野メインアリーナ

ボールゲームフェスタ

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
全

員
が
、
１
年
間
（
８
月
〜
翌
年
７

月
）
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計

し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
分
を
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
世
帯
が
同
じ
で
も
、国

民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
は
そ
れ
ぞ
れ
別
で
計
算
し
、２

つ
の
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
支
給
要
件
と
支
給
額

※ 

初
年
度
の
た
め
、
今
回
は
（　

）

内
が
支
給
基
準
額
に
な
り
ま

す
。食
事
代
等
は
除
き
ま
す
。

■ 

軽
減
の
例（
70
歳
未
満
、
夫
婦
２

人
世
帯
、市
民
税
非
課
税
の
場
合
）

　

例
え
ば
、
年
間
で
、
医
療
保
険

25
万
円
、
介
護
保
険
25
万
円
の
年

間
負
担
が
50
万
円
だ
と
す
る
と
、

こ
れ
か
ら
は
年
間
50
万
円
を
支

払
っ
た
後
、支
給
申
請
を
す
る
と
、

基
準
額
の
34
万
円
を
超
え
た
金
額

の
16
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
手
続
き

　

支
給
対
象
者
に
は
12
月
ご
ろ
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次

に
あ
て
は
ま
る
人
に
は
、
お
知
ら

せ
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該 

当
者　

20
年
４
月
〜
21
年
７
月

末
の
間
に

▽ 

市
町
村
を
越
え
て
転
居
し
て
き

た
人

▽ 

ほ
か
の
医
療
保
険
か
ら
移
っ
て

き
た
人

■ 

入
院
時
限
度
額
適
用
認
定
証
の

申
請

　

限
度
額
適
用
認
定
証
（
有
効
期

限
が
21
年
７
月
31
日
の
も
の
）
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
引
き
続
き
利

用
す
る
と
き
は
、
改
め
て
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

対　

象

▽ 

確
定
申
告
ま
た
は
市
・
府
民
税

の
申
告
を
済
ま
せ
た
人
（
国
保

加
入
者
全
員
の
申
告
が
必
要
）

▽ 

保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
・

納
付
誓
約
を
履
行
し
て
い
る
人

申 

請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
健

康
保
険
証

■ 

離
職
者
へ
の
保
険
料
特
例
減
免

　

会
社
の
都
合
で
の
解
雇
や
倒
産

に
よ
る
失
業
で
、
国
保
に
加
入
す

る
場
合
や
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
21
年
中
に
限
り
21
年

度
の
保
険
料
減
免
の
特
例
措
置

（
条
件
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国民健康保険
所得区分 70歳未満の人

一般 67万円（89万円）
上位所得者 126万円（168万円）
市民税非課税世帯 34万円（45万円）

所得区分 70～74歳の人
一般 62万円（75万円）
現役並み所得者 67万円（89万円）
区分Ⅱ 31万円（41万円）
区分Ⅰ 19万円（25万円）

後期高齢者医療保険

一般 56万円
（75万円）

現役並み
所得者

67万円
（89万円）

区分Ⅱ 31万円
（41万円）

区分Ⅰ 19万円
（25万円）
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市政のうごき

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

第二京阪道路の状況（6月の動き）

▽各地区と協議会を実施
　12日：天野が原町区

▽各地区役員と話し合いを実施
　最新の状況は、ホームページ（http://
www.city.katano.osaka.jp/）に掲載していま
す。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡   892・
0121）

天野川に橋がかかりました

　6月 13 日に、天野川と第二京阪道路の交
点に、一般道の上り部分の橋げたがかかりま
した。一般道の下り側は、7月中ごろに架設
される予定です。
架 設方法　一般部の橋げたの架設は、あらか
じめ工場で分割製作した桁（セグメント桁）
を現場に輸送後、連結を行い、2本の架設
桁（ガーダー）を用いて、所定の位置へ送り
出して設置します。

定額給付金
申請受付は9月24日（木）まで

問い合わせ　定額給付金事業推進室
（℡  892・0121）

　

定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
は
、

９
月
24
日
（
木
）
で
終
了
し
ま
す
。

申
請
が
ま
だ
の
人
は
、
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
方
法
な
ど
、
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
定
額
給
付
金

　

21
年
２
月
１
日
現
在
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
対
象

で
す
。

① 

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

② 

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

※ 

不
法
滞
在
者
・
短
期
滞
在
者
は

対
象
外
に
な
り
ま
す
。

※ 

対
象
の
世
帯
主
に
は
、
３
月
下

旬
に
申
請
書
を
送
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

給 

付
額　

１
人
に
つ
き
１
万
２
０

０
０
円
（
た
だ
し
、
65
歳
以
上

ま
た
は
18
歳
以
下
の
人
は
２
万

円
）

※ 

い
ず
れ
も
年
齢
は
21
年
２
月
１

日
時
点
の
年
齢
で
す
。

受 

給
者　

世
帯
主
。外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
対
象

定
額
給
付
金
詐
欺
に

ご
注
意
！

　

市
や
総
務
省
な
ど
が
、
給
付
の

た
め
に
手
数
料
を
求
め
た
り
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

給
付
を
よ
そ
お
っ
た
「
振
り
込

め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
搾
取
」

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、

不
審
な
電
話
・
郵
便
、訪
問
が
あ
っ

た
と
き
は
、
警
察
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

地域子育て支援センター
の指定管理者を募集

問い合わせ　こども室（℡  892・0121）

　

交
野
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
指
定
期
間
が
平
成
22
年

３
月
末
で
満
了
す
る
た
め
、
同
セ

ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
を
す
る
指

定
管
理
者
の
候
補
者
を
募
集
し
ま

す
。

施 

設
名　

交
野
市
立
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

所 

在
地　

交
野
市
私
部
２

－

29

－

１

指 

定
期
間　

22
年
４
月
１
日
〜
25

年
３
月
31
日（
３
年
間
）

施 

設
の
設
備
な
ど　

遊
戯
室
、
外

庭
、相
談
室
、事
務
室
、授
乳
室
、

こ
ど
も
ト
イ
レ
、
機
械
警
備
、

給
湯
設
備
な
ど

募 

集
要
項
の
配
布　

８
月
３
日

（
月
）
〜
10
日
（
月
）
に
市
役
所

本
館
１
階
こ
ど
も
室

説 

明
会　

８
月
10
日
（
月
）
午
後

１
時
〜

現 

地
見
学
会　

８
月
10
日
（
月
）

午
後
３
時
〜

説 

明
会
・
見
学
会
の
申
し
込
み　

募
集
要
項
内
の
参
加
申
込
書
を

こ
ど
も
室
に
提
出

※ 

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

市
が
設
置
し
て
い
る
体
育
・
文

化
施
設
な
ど
、「
公
の
施
設
」
の
管

理
に
、
民
間
の
能
力
を
活
用
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削

減
を
図
る
制
度
で
す
。
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　財政健全化推進室、市長公室、
　企画財政室、総務課、人事課、
　税務室、市民総合窓口担当、
　市民課、国民健康保険課、
　こども室、商工観光課、
　議会事務局、土地開発公社
　会計室、行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

親
子
で
作
る

野
鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
教
室

と 　

き　

８
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

内 　

容　

木
彫
り
で
か
わ
い
い
野

鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
る

対 　

象　

幼
稚
園
・
保
育
園
〜
小

学
生

※ 

小
学
生
低
学
年
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
10
組

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
絵
の
具
、

細
い
筆
、水
入
れ

指　

導　

ブ
ロ
ー
チ
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

５
日
（
水
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

文　
化

パ
ソ
コ
ン
教
室

や
さ
し
い
エ
ク
セ
ル
初
級

と 　

き　

９
月
の
毎
週
土
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

（
全
４
回
）

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

パ
ソ

コ
ン
研
修
室

内 　

容　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操

作
、
表
計
算
の
し
く
み
、
表
や

簡
単
な
文
書
作
成
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
で
、
以
前
に
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
初
級
・
中
級
コ
ー
ス
を

修
了
し
た
人
か
、
パ
ソ
コ
ン
の

文
字
入
力
が
で
き
る
人

定 　

員　

20
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※ 
応
募
が
35
人
を
超
え
た
場
合

は
、午
後
の
部
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
料　

５
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
電

話
番
号
を
記
入
し
、
８
月
10
日

（
月
）〈
消
印
有
効
〉ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部

２

－

29

－

１　

体
育
文
化
協

会
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
エ
ク
セ

ル
）」係

※ 

往
復
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１

人
ま
で
。
た
だ
し
、
夫
婦
そ
ろ

っ
て
受
講
し
た
い
な
ど
の
希
望

が
あ
る
と
き
は
１
枚
で
応
募
で

き
ま
す
。

※ 

電
話
番
号
の
書
き
間
違
い
、
書

き
漏
れ
が
増
え
て
い
ま
す
。ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口

アウトドア
　 親子で作る野鳥のブローチ教室
文　化
 　パソコン教室
　 文化祭発表団体・展示作品募集
　 夏休みビデオ上映会
　 ふるさと交野探訪
スポーツ
 　グラウンドなどの開放中止
　 いきいき水泳教室
教　育
 　22 年度の使用教科書決まる
　 夜間中学校で勉強しませんか

※間違い電話が増えています。おかけ間違いのないようご注意ください。
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文
化
祭
発
表
団
体
と

展
示
作
品
募
集

　

11
月
１
日
（
日
）
〜
３
日
（
祝
）

に
行
わ
れ
る
第
33
回
文
化
祭
の
発

表
団
体
と
展
示
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

■
展
示
部
門

と 　

き　

11
月
１
日
（
日
）
〜
３

日（
祝
）

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
、
武
道
館
、

学
び
の
館

出　

品　

１
人
１
点

■
発
表
部
門

と 　

き　

11
月
１
日
（
日
）・
３

日（
祝
）

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

定　

員　

25
団
体

※ 

多
数
の
場
合
は
、
８
月
25
日

（
火
）
午
前
10
時
か
ら
青
年
の

家
で
抽
選
し
ま
す
。

出 

演
時
間　

１
団
体
10
分
以
内

（
入
退
場
含
む
）

申 

込
用
紙
の
配
布　

８
月
１
日

（
土
）か
ら
青
年
の
家
窓
口

申 

し
込
み　

８
月
14
日
（
金
）
〜

21
日（
金
）に
青
年
の
家
窓
口

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

夏
休
み
ビ
デ
オ
上
映
会

と 　

き　

８
月
25
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

と 
こ
ろ　

倉
治
図
書
館
２
階　

視

聴
覚
室

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

上 

映
作
品　

世
界
名
作
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン「
人
魚
姫
」

定　

員　

１
０
０
人
程
度

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館

ふ
る
さ
と
交
野
探
訪

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
１
日
研
修
）

と 　

き　

９
月
９
日
（
水
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

集　

合　

午
前
９
時
に
市
役
所
前

テ 

ー
マ　
「
地
域
文
化
の
再
発
見

と
次
世
代
へ
の
伝
承
」

コ 

ー
ス　

星
田
寺
、星
田
薬
師
寺
、

星
田
新
宮
山
、
星
田
妙
見
宮
、

私
部
城
跡
、
機
物
神
社
、
教
育

文
化
会
館
な
ど

対　

象　

市
内
在
住
の
人

定　

員　

先
着
10
人

参 

加
費　

１
２
０
０
円（
昼
食
代
、

保
険
代
な
ど
を
含
む
）

講 　

師　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

主 　

催　

交
野
市
女
性
と
文
化
の

集
い

申 

し
込
み　

９
月
１
日
（
火
）
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
に
、
参
加

費
を
持
っ
て
市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

開
放
中
止

　

大
会
な
ど
で
使
用
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
一
般
利
用
を
中
止
し

ま
す
。

■
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽ 

11
月
11
日
（
水
）・
26
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
私
部
公
園
管
理
棟

▽ 

11
月
11
日
（
水
）・
26
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

▽ 

11
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

■ 

私
部
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽ 

11
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会

い
き
い
き
水
泳
教
室

と 　

き　

９
月
〜
10
月
の
毎
週
月

曜
日（
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

対　

象　

50
歳
以
上
の
人

参
加
費　

４
２
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

10
日
（
月
）
か
ら
交
野
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
℡  
８
９
４
・

１
１
８
７
）教　

育

22
年
度
の
使
用
教
科
書

決
ま
る

　

22
年
度
に
使
用
す
る
市
立
小
・

中
学
校
教
科
用
図
書
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.katan

o.osaka.jp/kakka/sidou/

）

夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で

勉べ
ん
き
ょ
う
強
し
ま
せ
ん
か

　

い
ろ
い
ろ
な
事じ
じ
ょ
う情
で
小
し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校

や
中
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒
そ
つ
ぎ
ょ
う
業
で
き
な
か
っ
た

人ひ
と
、
夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で
い
っ
し
ょ
に

勉べ
ん
き
ょ
う
強
し
ま
し
ょ
う
。

① 

入に
ゅ
う
が
く
学
の
受う
け
つ
け付
は
、
年ね
ん

２
回か
い

あ

り
ま
す
。
12
月が
つ

１つ
い

日た
ち

か
ら
４

月が
つ

30
日に
ち
ま
で
と
、
９
月が
つ

１つ
い
た
ち日
か

ら
９
月が
つ

10
日
ま
で
で
す
。た
だ

し
、
学が
っ
こ
う校
の
休
き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

業
日
（
土ど
よ
う曜
・

日に
ち
よ
う
び

曜
日
、祝
し
ゅ
く
じ
つ日
）は
除の
ぞ
き
ま
す
。

② 「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉
べ
ん
き
ょ
う
強
で

き
ま
す
。

③ 

16
歳さ
い

以い
じ
ょ
う上
の
人ひ
と

が
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き

ま
す
。

④
授じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

⑤ 

大お
お
さ
か
ふ
な
い

阪
府
内
の
人ひ
と
が
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き
ま

す
。

⑥ 

外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
人ひ
と
も
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き
ま
す
。

⑦
簡か
ん
た
ん単
な
給
き
ゅ
う
し
ょ
く
食
が
あ
り
ま
す
。

問と 

い
合あ

わ
せ　

守も
り
ぐ
ち口
第だ
い
さ
ん三

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
夜や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

間
学
級
（
℡  
06
・ 

６
９
９
１
・
０
６
３
７
）

と
お
か

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

指
導
課

昨年の文化祭
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教　
育

　先日、新聞に「おやじの会」の記事が載って
いました。「おやじの会」とは、父親が中心の地
域活動グループの総称で、今までは仕事などで
PTA活動や地域活動に参加できず、影の薄か
った父親たちが、そんな状況を変えようと動き
出したものです。
　仕事をしていると、平日の行事には参加しづ
らく、休日や夜など限られた時間しか活動でき
ませんが、趣味や専門知識、社会で培った経験
など、「おやじ」の持つ力が、地域活動に注がれ
ることはとても大切なことだと思います。
　地域活動を続けていくコツは、「できる範囲
で無理せず楽しむこと」と、よく聞きます。青
少年指導員会の「おやじ」たちも地域にその力
を生かせるよう、がんばっていきたいと思いま
す。
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー
おやじの力

青
少
年
の
健
全
育
成

標
語
を
募
集

　

青
少
年
指
導
員
会
は
、
11
月
の

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
の
ポ

ス
タ
ー
に
使
う
、
未
発
表
の
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
贈
り

ま
す
。

募 

集
内
容　

未
発
表
で
、
ポ
ス
タ

ー
に
掲
載
で
き
る
も
の

申 

し
込
み　

は
が
き
に
標
語
と

①
氏
名
②
年
齢
③
住
所
④
電

話
番
号
を
記
入
し
、
９
月
１
日

（
火
）〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１　

青
少
年
育
成
課

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

人　
権

平
和
を
祈
っ
て
黙
と
う

　

８
月
６
日
は
広
島
に
、
９
日
は

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で

す
。

　

市
は
、
平
和
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和

祈
念
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
１
分
間
の
黙
と
う
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
寺
院
に
も
、
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
「
平
和

の
鐘
」
を
つ
い
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
家
庭
や
職
場
、

地
域
で
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願

い
し
ま
す
。

黙
と
う
開
始
時
間

▽ 

８
月
６
日（
木
）午
前
８
時
15
分

▽ 

８
月
９
日（
日
）午
前
11
時
２
分

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

第
11
回

平
和
祈
念
の
つ
ど
い

　

多
く
の
戦
争
犠
牲
者
の
め
い
福

と
世
界
の
平
和
を
願
い
、「
平
和
祈

念
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
平
和
祈
念
式
典

と 　

き　

８
月
15
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺

内 　

容　

平
和
の
鐘
の
打
鐘
、
黙

と
う
、
祈
り
の
灯
り
点
灯
、
平

和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
の

朗
読
、ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

■
平
和
祈
念
特
別
展

と 　

き　

８
月
14
日
（
金
）
〜
15

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

１
階　

ロ
ビ
ー

内 　

容　
「
今
も
地
雷
が
…
」
パ

ネ
ル
展
示
、
平
和
紙
芝
居
＆
平

和
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
参

加
型
「
世
界
の
愛
」、
市
民
の
戦

争
体
験
集
、
人
権
協
会
に
よ
る

映
画
会
な
ど

主 　

催　

市
、
平
成
21
年
度
平
和

祈
念
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当平

和
と
人
権

ア
ニ
メ
上
映
会

　

映
画
を
見
な
が
ら
平
和
・
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
ア
ニ
メ
上
映
の
前
に
紙
芝

居
も
あ
り
ま
す
。

と 　

き　

８
月
14
日
（
金
）・
15

日（
土
）

▽
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

会
議
室

内　

容

▽ 

紙
芝
居
「
内
容
未
定
」（
30
分
程

度
）

▽ 

映
画
「
か
ん
か
ら
さ
ん
し
ん
」

（
78
分
）

対　

象　

小
学
生
以
上

定 　

員　

毎
回
先
着
約
50
人
（
全

４
回
上
映
）

主　

催　

交
野
市
人
権
協
会

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

教　育
　 青少年の健全育成標語募集
人　権
　 平和を祈って黙とう
　 平和祈念のつどい
　 平和と人権アニメ上映会
福　祉
　 児童扶養手当・特別児童扶養手当
　 介護予防・高齢者スポーツ講習会
　 俳句大会の参加者・投句募集
　 高齢者にお祝い

  青少年コーナー
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福　
祉

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
児
童
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の

児
童
）
で
、
死
亡
・
離
婚
・
行
方

不
明
な
ど
で
父
親
が
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
か
、
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

が
受
給
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ

た
と
き（
再
婚
、
父
親
の
帰
還
、
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
な
ど
）

は
、
す
ぐ
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。届
け
を
出
さ
な
い
ま
ま
手
当

を
受
け
て
い
る
と
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
日
か
ら
手
当
を
全
額
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
政
令
に
指
定
さ

れ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
母
（
主
と
し

て
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
い
ず

れ
か
１
人
）
か
、
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育（
児
童
と
同
居
し
、

監
護
し
、
生
計
を
維
持
す
る
）
す

る
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

※ 

障
が
い
の
程
度
・
住
所
・
氏
名

な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
給
に
つ
い
て
の
条
件

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
と
も
、
公
的
年
金
給
付
と

の
関
連
や
所
得
制
限
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

■
現
況
届
な
ど

　

現
在
、
受
給
資
格
が
あ
る
人
は

８
月
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
８
月
３

日
（
月
）
〜
31
日
（
月
）
に
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
は

８
月
11
日（
火
）〜
９
月
10
日（
木
）

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
８
月
期
の
定
時
払
い

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
と
も
、
８
月
11
日（
火
）で

す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

介
護
予
防
・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

講
習
会「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
健
康
を
保
ち
、
生
き
が
い

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

９
月
14
日
（
月
）
〜
18

日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時（
全

５
回
）

と
こ
ろ　

私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
初
心
者

定　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
用
意
し
ま
す
。

講 　

師　

交
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

10
日
（
月
）
〜
９
月
４
日
（
金
）

に
高
齢
介
護
課

俳
句
大
会
の

参
加
者
・
投
句
を
募
集

■
俳
句
大
会

と 　

き　

10
月
16
日
（
金
）
午
後

１
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

講　

師　

安
達
風
越
さ
ん

主 　

催　

交
野
市
星
友
ク
ラ
ブ
連

合
会

■
投
句
募
集

対 　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

兼 　

題　

夏
一
切
の
句
を
１
人
に

つ
き
２
句

※ 

自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。二
重
投
稿
・
類
作
の
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

は
が
き
の
裏
面
右
側

に
２
句
を
、
左
側
に
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
俳

句
大
会
当
日
の
参
加
・
不
参
加

を
記
入
し
、
９
月
18
日（
金
）ま

で
に
〒
５
７
６

－

０
０
３
４

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

高
齢
介
護
課

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

高
齢
者
に
お
祝
い

■
金
婚
式
の
夫
婦
に
お
祝
い
品

対 　

象　

９
月
15
日
現
在
、
市
内

に
在
住
し
、
昭
和
33
年
９
月
１

日
〜
昭
和
34
年
８
月
31
日
に
婚

姻
届
を
出
し
た
夫
婦

申 

し
込
み　

８
月
３
日
（
月
）
〜

９
月
４
日（
金
）に
、
婚
姻
日
を

証
明
す
る
も
の
（
戸
籍
抄
本
な

ど
）
を
持
っ
て
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
２
階　

高
齢
介
護
課
か
、

市
役
所
本
館
１
階　

市
民
総
合

窓
口
担
当

※ 

本
籍
が
交
野
市
の
人
は
戸
籍
抄

本
は
不
要
で
す
。

※ 

９
月
下
旬
に
、
自
宅
に
祝
い
品

を
送
り
ま
す
。

■
敬
老
祝
い
品

　

９
月
15
日
現
在
、
市
内
在
住
の

満
99
歳
の
人
に
、
敬
老
祝
い
品
を

贈
り
ま
す
。該
当
す
る
人
に
は
９

月
下
旬
、
自
宅
に
祝
い
品
を
送
り

ま
す（
申
請
不
要
）。

■
敬
老
金

　

長
寿
を
祝
福
し
、
敬
老
金
を
贈

り
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
、
７

月
末
に
申
請
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
。

対
象
・
金
額

　

市
内
に
引
き
続
き
６
か
月
以
上

住
み
、９
月
15
日
現
在
で

▽ 

満
77
歳
の
人
（
昭
和
６
年
９
月

16
日
〜
昭
和
７
年
９
月
15
日
生

ま
れ
）＝
１
万
円

▽ 

満
88
歳
の
人
（
大
正
９
年
９
月

16
日
〜
大
正
10
年
９
月
15
日
生

ま
れ
）＝
１
万
円

▽ 

満
99
歳
（
明
治
42
年
９
月
16
日

〜
明
治
43
年
９
月
15
日
生
ま

れ
）の
人
＝
１
万
円

▽ 

満
１
０
０
歳
（
明
治
41
年
９
月

16
日
〜
明
治
42
年
９
月
15
日
生

ま
れ
）の
人
＝
２
万
円

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課
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福　
祉

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

福　祉
　 理解を深めよう、こころの病気
　 市民交流フェスタ
　 一人暮らしの高齢者はご連絡を
　税
　 税の納期月
　 個人事業税の納期限
　 中高生の税に関する作文募集
　 枚方税務署の窓口が便利に
　 電子納税ダイレクト納付サービス
保険・年金
　 老人医療証の交付申請

研
修
会
「
理
解
を
深
め

よ
う
、
こ
こ
ろ
の
病
気
」

　

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が

地
域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
な

社
会
を
目
ざ
し
、
理
解
を
深
め
る

研
修
会
で
す
。

と 　

き　

９
月
１
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
理
解
を
深
め
よ
う
、

こ
こ
ろ
の
病
気
〜
地
域
で
と
も

に
暮
ら
す
た
め
に
〜
」

対　

象　

市
内
在
住
の
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

関
西
医
科
大
学
付
属
滝

井
病
院
精
神
神
経
科
学
講
座
医

師　

片
上
哲
也
さ
ん

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会第

14
回

市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
１
日

で
す
。

と 　

き　

９
月
５
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容

▽ 

第
１
部
＝
「
で
で
ん
こ
交
野
」

の
和
太
鼓
演
奏
、
交
野
市
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
ピ
ク

シ
ー
ズ
」
の
演
技
、
ア
フ
リ
カ

楽
器
の
演
奏
と
ト
ー
ク

▽ 

第
２
部
＝
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ

と
ニ
ュ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
交

野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

連
絡
会
活
動
の
展
示
、
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど

入
場
料　

無
料

主  　

催　

交
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
連
絡
会

問 

い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
ご
連
絡
を

　

在
宅
福
祉
支
援
と
緊
急
時
の
連

絡
先
把
握
を
目
的
に
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
の
協
力
を
得
て

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
（
一
人
暮
ら

し
で
65
歳
以
上
の
人
）
の
調
査
を

し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
を
行
い
、
緊
急
時
の
対
応

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
が
ま
だ

の
人
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
税

個
人
事
業
税
の
納
期
限

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
期

限
は
８
月
31
日
（
月
）、
第
２
期
分

の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
月
）
で

す
。

　

８
月
に
１
・
２
期
分
の
納
税
通

知
書
兼
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
り

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

※ 

２
期
分
の
納
付
書
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

納
税
に
は
便
利
で
安
心
・
安
全

な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

北
河
内
府
税
事
務

所（
℡
８
４
４
・
１
３
３
１
）

市
・
府
民
税
の
納
期
月

　

８
月
は
、
市
・
府
民
税
第
２

期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
の
８
月
31
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

［広告］［広告］
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中
高
生
の「
税
」に

関
す
る
作
文
募
集

　

税
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
、
正

し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
中
学
生
・
高
校
生
の

「
税
の
作
文
」
を
募
集
し
ま
す
。優

秀
作
品
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

テ 

ー
マ　
「
税
に
関
す
る
こ
と
」
税

に
関
し
て
思
っ
た
こ
と
、
考
え

た
こ
と
、体
験
し
た
こ
と
な
ど

※ 

１
人
１
編
、
本
人
が
創
作
し
た

も
の
で
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

■
中
学
生

文
字
数　

１
２
０
０
字
以
内

申 

し
込
み　

９
月
４
日
（
金
）
ま

で
に
最
寄
り
の
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会

■
高
校
生

文
字
数　

１
２
０
０
字
程
度

申 

し
込
み　

９
月
７
日
（
月
）
ま

で
に
最
寄
り
の
税
務
署

※ 

作
文
の
冒
頭
に
題
名
・
氏
名
・

学
校
名
・
学
年
を
、
末
尾
に
応

募
者
の
住
所
（
学
校
を
通
じ
て

応
募
す
る
場
合
は
不
要
）
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

所
属
の
学
校
を
通
じ
て
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

※ 

優
秀
作
品
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
国
税
当
局
が
作

成
す
る
広
報
誌
に
掲
載
す
る
な

ど
、広
く
発
表
し
ま
す
。

※ 

作
品
の
著
作
権
は
国
税
庁
に
帰

属
し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署
総
務

課（
℡  
８
４
４
・
９
５
２
１
）

枚
方
税
務
署
の
窓
口
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

　

枚
方
税
務
署
で
は
、
利
用
者
の

利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
、
庁
舎

１
階
の
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
の
フ

ロ
ア
に
窓
口
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
用
件
ご
と
に
税
務
署

内
を
移
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
書
類
提
出
、

各
種
申
請
、
相
談
な
ど
が
、
１
つ

の
窓
口
で
利
用
で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署
（
℡  

８
４
４
・
９
５
２
１
）

電
子
納
税
「
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
」
サ
ー
ビ
ス

　

９
月
か
ら
、
自
宅
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利

用
し
て
電
子
申
告
な
ど
の
送
信
を

し
た
後
に
、
届
出
を
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
、
即
時
ま
た
は
期
日

指
定
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
基
本
設
定

で
利
用
可
能
な
税
目
は
、「
源
泉

所
得
税
」「
法
人
税
」「
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
」「
申
告
所
得
税
」

「
酒
税
」「
印
紙
税
」
で
す
が
、
個

別
に
納
付
情
報
登
録
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
税
目
に
つ
い
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
設
定
で
き
ま
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用
に
は

事
前
に
税
務
署
ま
で
届
出
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
利
用
予
定
の
金
融

機
関
が
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用

が
可
能
で
あ
る
か
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
利
用
可
能
な
金

融
機
関
で
あ
っ
て
も
、
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
を
利
用
で
き
な
い
預
貯
金

種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署
総
務

課
（
℡  
８
４
４
・
９
５
２
１
）

保
険
・
年
金

老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
９
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
制

度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
一
部

助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付
申
請

（
代
理
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽ 

９
月
末
現
在
に
満
65
歳
以
上
の

人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
に

該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
14
年
９
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

① 

21
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

24
日
（
月
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

［広告］
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環　
境

環　境
　 牛乳パック夏休み親子工作教室
　 牛乳パック出前工作教室
　 かたの環境講座 2009
　 「川と海」のミニミニ環境ライブ
　 環境マネジメント市民監査員募集
くらし
　 わいわいネットこどもまつり
　 まちづくりラウンドテーブル
　 星田駅西第二自転車駐車場を増設
　 借金問題はまず相談を

第
２
回　

か
た
の

環
境
講
座
２
０
０
９

と 　

き　

８
月
21
日
（
金
）
午
前

10
時
〜

と 

こ
ろ　

大
阪
市
立
大
学
理
学
部

附
属
植
物
園

テ 

ー
マ　
「
森
に
秘
め
ら
れ
た
チ

カ
ラ
」

内 　

容　

人
１
人
が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
何
本
の
木
が
必
要
な

の
か
、
樹
木
は
ど
こ
か
ら
二
酸

化
炭
素
を
吸
い
込
む
の
か
を
、

簡
単
な
実
験
や
観
察
を
交
え
な

が
ら
調
べ
る

定　

員　

先
着
50
人

※ 

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

入 

園
料　

３
５
０
円
（
中
学
生
以

下
は
無
料
）

講 　

師　

大
阪
市
立
大
学
理
学
部

附
属
植
物
園
講
師　

植
松
千
代

美
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

３
日（
月
）か
ら
環
境
保
全
課

親
子
で
学
ぶ
「
川
と
海
」

の
ミ
ニ
ミ
ニ
環
境
ラ
イ
ブ

と 　

き　

８
月
22
日
（
土
）
午
後

０
時
30
分
（
受
付
）
１
時
30
分

（
開
演
）〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

第
１
児
童
セ
ン
タ
ー
体

育
室

※ 

車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

テ 

ー
マ　
「
美
し
い
川
・
海
は
、

山
の
町
か
ら
」

内 　

容　
「
川
と
海
の
環
境
教
室
」

＆
ミ
ニ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

※ 

天
野
川
、淀
川
、琵
琶
湖
、大
阪

湾
に
生
息
し
て
い
る
水
生
生

物
、
植
物
な
ど
の
資
料
を
限
定

配
布
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
か
、保
護
者
同
伴
の
幼
児

定 　

員　

先
着
１
０
０
人
程
度

参 

加
費　

３
０
０
円
（
小
学
生
以

上
）、
保
護
者
同
伴
の
幼
児
１

組
５
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

４
日（
火
）〜
18
日（
火
）〈
月
曜

日
を
除
く
〉
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
に
第
１
児
童
セ
ン
タ
ー

（
℡
８
９
３
・
１
１
４
４
）

牛
乳
パ
ッ
ク
夏
休
み

親
子
工
作
教
室

　

親
子
で
楽
し
く
、
牛
乳
パ
ッ
ク

を
使
っ
て
か
わ
い
い
小
物
入
れ

や
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

と 　

き　

８
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
45
分
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

 

牛
乳
パ
ッ
ク

出
前
工
作
教
室

　

牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡

会
は
、
地
区
の
子
ど
も
会
や
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
う
催
し
に
、
牛

乳
パ
ッ
ク
工
作
教
室
の
講
師
を
派

階　

展
示
活
用
室

定　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

よ
く
洗
っ
て
乾
か
し
た

１
㍑
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
親
子
１

組
で
７
箱（
原
形
の
ま
ま
）

※ 

そ
の
他
の
持
ち
物
は
、
後
日
参

加
者
に
通
知
し
ま
す
。

主 　

催　

交
野
市
牛
乳
パ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
連
絡
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

６
日
（
木
）
か
ら
電
話
で
循
環

型
社
会
推
進
室

遣
し
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

循
環

型
社
会
推
進
室

昨年の作品

［広告］
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環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
市
民
監
査
員
募
集

　

市
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
市
政

運
営
を
目
ざ
し
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま

す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
に
適
正
に
取

り
組
め
て
い
る
か
を
監
査
す
る
、

市
民
監
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

環
境
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
11

月
16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）
の

う
ち
３
日
を
予
定
し
て
い
る
監

査
に
参
加
で
き
る
人

※ 

専
門
的
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。事
前
に
研
修
（
２
日
間
）
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名　

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

３
日
（
月
）
〜
31
日
（
月
）
に
環

境
保
全
課く

ら
し

み
ん
な
集
ま
れ
! !
「
わ
い
わ

い
ネ
ッ
ト
」こ
ど
も
ま
つ
り

　

市
民
活
動
ル
ー
ム
「
わ
い
わ
い

ネ
ッ
ト
」
で
、
子
ど
も
夏
祭
り
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

８
月
22
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

ロ

ビ
ー

内　

容

▽ 

午
後
２
時
〜
２
時
20
分
＝
「
フ

ン
バ
ル
ク
イ
ナ
音
楽
隊
」（
ち

ん
ど
ん
や
さ
ん
）に
よ
る
演
奏

▽ 

午
後
２
時
30
分
〜
4
時
＝
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
玉
手
箱
」

の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
広
場

▽ 

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
と
午
後

３
時
15
分
〜
３
時
45
分
（
２
回

開
催
）
＝
「
わ
く
わ
く
科
学
館
」

に
よ
る
た
の
し
い
科
学
実
験

（
定
員
各
10
人
、
要
予
約
、
申
し

込
み
は
当
日
午
後
２
時
〜
）

対　

象　

幼
児
〜
小
学
生

参
加
費　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト

事
務
局
（
市
長
公
室
市
民
活
動

推
進
担
当
）

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄

り
、
肩
書
き
抜
き
で
気
軽
に
意
見

を
交
換
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。

と 　

き　

８
月
23
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

星
田
駅
西
第
二
自
転
車

駐
車
場
を
増
設

　

星
田
駅
西
自
転
車
駐
車
場
の
南

側
に
、
第
二
自
転
車
駐
車
場
を
増

設
し
、
自
転
車
・
原
付
の
定
期
使

用
の
駐
車
場
と
し
て
、
１
１
１
台

程
度
（
自
転
車
92
台
、
原
付
19
台
）

を
新
設
し
ま
す
。

使 

用
開
始
日　

９
月
１
日（
火
）

使
用
料
金

▽ 

自
転
車
（
一
般
）
＝
１
か
月
１
５

０
０
円
、３
か
月
４
５
０
０
円

▽ 

自
転
車（
学
生
）＝
１
か
月
１
２

０
０
円
、３
か
月
３
６
０
０
円

▽ 

原
付
＝
１
か
月
２
５
０
０
円
、

３
か
月
７
５
０
０
円

※ 

原
付
に
は
学
生
料
金
の
設
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

障
害
者
割
引
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

金
額
の
５
割
減
額
で
す
。

抽 

選
申
込
受
付　

８
月
１
日（
土
）

〜
10
日
（
月
）
午
前
７
時
〜
午

後
７
時
に
星
田
駅
西
自
転
車
駐

車
場

公 

開
抽
選　

８
月
15
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
星
田
駅
西
自
転
車

駐
車
場

※ 

当
選
者
の
発
表
や
使
用
申
込
に

つ
い
て
は
、
抽
選
場
所
で
案
内

し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

星
田
駅
西
自
転
車

駐
車
場（
℡  
８
９
４
・
２
４
７
２
）

借
金
問
題
は

ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

消
費
者
金
融
か
ら
の
借
入
期
間

が
長
く
な
る
ほ
ど
、
金
利
負
担
が

大
き
く
な
り
、
返
済
が
困
難
に
な

り
ま
す
。借
金
問
題
は
悩
ん
で
い

て
も
解
決
し
ま
せ
ん
。ま
ず
次
の

窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相 

談
窓
口　

交
野
市
消
費
者
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
℡  
８
９
１
・
５
０

０
３
）

問 
い
合
わ
せ　

府
多
重
債
務
相
談

室
（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
８

３
７
）

［広告］
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く
ら
し

くらし
　 地域創造ファンド助成事業
　 くらしの市民講座
　 金融・経済講演会
　 都市計画についての公聴会
　 普通救命講習会
調　査
　 ごみに関するアンケート調査
　 全国消費実態調査
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お
お
さ
か
地
域
創
造
フ
ァ

ン
ド
助
成
事
業
決
ま
る

　

大
阪
府
が
公
募
し
た
地
域
資
源

を
活
用
し
た
新
事
業
「
お
お
さ
か

地
域
創
造
フ
ァ
ン
ド
」
に
、
交
野

市
か
ら
次
の
４
社
が
助
成
事
業
と

し
て
決
ま
り
ま
し
た
。

① 

㈱
サ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン「
世
界
の
木

の
実
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
販
売
」

　

 　

地
元
植
物
園
や
小
学
校
な
ど

で
伐
採
処
分
さ
れ
て
い
る
自
然

素
材
を
使
っ
て
、
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
の
製
作
・
販
売
。

② 

須
濱
屋
恒
久
「
健
康
和
菓
子
商

品
の
開
発
に
よ
る
地
域
資
源
開

発
事
業
」

　

 　

地
域
の
湧
き
水
や
観
光
農
園

な
ど
か
ら
生
産
さ
れ
る
自
然
素

材
を
活
用
し
、
身
体
に
や
さ
し

い
和
菓
子
の
提
案
、
啓
も
う
活

動
に
よ
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

を
目
ざ
す
。

③ 

山
野
酒
造
㈱
「
地
元
の
米
だ
け

を
使
っ
て
作
る『
純
米
酒
』
の
製

造
開
発
及
び
地
元
販
売
組
合
な

ど
の
協
力
に
よ
る
販
路
開
拓
」

　

 　

交
野
地
域
で
作
ら
れ
る
米

「
ひ
の
ひ
か
り
」
を
原
材
料
と

し
て
、「
交
野
ブ
ラ
ン
ド
」
の
純

米
酒
を
作
り
、
酒
販
組
合
な
ど

に
よ
る
販
売
網
に
乗
せ
て
販
路

拡
大
を
狙
う
。

④ 

㈱
若
狭
屋
紙
商
店
「
交
野
の
七

夕
伝
説
を
保
存
・
普
及
さ
せ
る

七
夕
飾
り
の
販
売
と
七
夕
イ
ベ

ン
ト
の
外
販
」

　

 　

交
野
を
訪
れ
る
観
光
客
に
、

七
夕
の
笹
や
短
冊
を
販
売
し
、

市
内
の
回
遊
を
促
し
、
市
の
七

夕
伝
説
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ

る
。

■ 

地
酒
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集

　

③
の
事
業
で
作
る
地
酒
の
名
前

を
募
集
し
ま
す
。
採
用
者
に
は
、

お
酒
（
新
酒
７
２
０
㍉
㍑
12
本
）

と
お
米
（
原
料
米
30
㌔
）
を
贈
呈

し
ま
す
。

募 

集
期
間　

８
月
１
日
（
土
）
〜

31
日（
月
）

発 　

表　
「
広
報
か
た
の
」
や
、
星

の
ま
ち
観
光
協
会
・
山
野
酒
造

㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

申 

し
込
み　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
応
募
先

① 

山
野
酒
造
㈱
（
〒
５
７
６

－

０

０
５
２　

私
部
７

－

11

－

２

　

 

℻
８
９
１
・
１
８
４
６　

e-m
ail:hannari@

skyblue
.ocn.ne.jp

）

② 
北
大
阪
商
工
会
議
所
交
野
支
所

（
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私

部
１

－

１

－

２　

℻
８
９
３
・

３
３
８
０　

e-m
ail:kata@

k
itaosaka-cci.go.jp

）

③ 

交
野
市
酒
販
組
合
加
盟
店
の
各

窓
口
応
募
ボ
ッ
ク
ス

ネ 

ー
ミ
ン
グ
募
集
の
問
い
合
わ
せ

山
野
酒
造
㈱
（
℡
８
９
１
・
１

０
４
６
）

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

く
ら
し
の
市
民
講
座

と 　

き　

８
月
19
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　
「
親
子
で
学
ぼ
う
お
金

の
知
恵
〜
１
０
０
万
円
あ
っ
た

ら
ど
う
す
る
？
〜
」

対 　

象　

小
学
校
高
学
年
（
４
年

生
以
上
）と
そ
の
保
護
者

定　

員　

先
着
15
組

講 　

師　

大
阪
府
金
融
広
報
委
員

会
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

市
田
雅
良
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工

観
光
課

※ 

保
育
（
就
学
前
児
ま
で
、
先
着

５
人
）
が
必
要
な
人
は
８
月
14

日（
金
）ま
で
に
、
手
話
通
訳
が

必
要
な
人
は
フ
ァ
ク
ス
（
℻
８

９
１
・
５
０
４
６
）
で
８
月
11

日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

［広告］［広告］
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全
国
消
費
実
態
調
査

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全

国
消
費
実
態
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
家
計

の
実
態
を
把
握
す
る
調
査
内
容
で

す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
が
行
う
各
種
経
済
・
社
会
諸

施
策
や
、研
究
機
関
で
行
う
消
費
・

経
済
分
析
の
た
め
の
貴
重
な
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
員
が
自
宅
ま
で
伺
っ
た
際

は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
統
計

担
当

ト
は
、
市
の
ご
み
に
関
す
る
取
り

組
み
や
啓
発
、
ご
み
の
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
意
識
や
考
え
を
聞
き
取
り
、
今

後
の
環
境
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
調
査
で
す
。

　

自
宅
に
調
査
票
が
届
き
ま
し
た

ら
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

８
月
下
旬
予
定

調 

査
対
象　

無
作
為
に
選
ん
だ
20

歳
以
上
の
市
民
２
０
０
０
人

調 

査
方
法　

自
宅
に
調
査
票
を
郵

送
問
い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所

ご
み
に
関
す
る
取
り
組
み

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

市
の
ご
み
に
関
す
る
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
す
。こ
の
ア
ン
ケ
ー

調　
査

金
融
・
経
済
講
演
会

と 　

き　

８
月
25
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
７
階

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区
大
手

前
１

－

３

－

49
）

テ 

ー
マ　
「
気
を
つ
け
よ
う
！
金

融
ト
ラ
ブ
ル
〜
だ
ま
さ
れ
た
ら

あ
き
ま
へ
ん
！
甘
い
言
葉
！

お
い
し
い
話
〜
」

定　

員　

５
０
０
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

弁
護
士　

住
田
裕
子
さ

ん
主 　

催　

大
阪
府
金
融
広
報
委
員

会
申 

し
込
み　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス

に
、
①
開
催
日
②
郵
便
番
号
③

住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑤

電
話
番
号
⑥
質
問
事
項
（
あ
る

人
の
み
）
⑦
こ
の
講
演
会
を
何

で
知
っ
た
か
を
記
入
し
、
〒
５

３
０

－

８
６
６
０　

大
阪
市

北
区
中
之
島
２

－

１

－

45　

日
本
銀
行
大
阪
支
店
内　

大

阪
府
金
融
広
報
委
員
会
事
務
局

（
℻  
06
・
６
２
３
３
・
６
０
８
０
）

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
府
金
融
広
報

委
員
会
事
務
局
（
℡  
06
・
６
２

０
６
・
７
７
４
８
）

都
市
計
画
に
つ
い
て
の

公
聴
会

　

府
は
「
東
部
大
阪
都
市
計
画
下

水
道
の
変
更
（
幹
線
ル
ー
ト
の
変

更
）」
の
変
更
案
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
公
聴
会
（
説
明
会
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
を
開
催
し
ま
す
。
案

の
概
要
は
交
野
市
都
市
計
画
課
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 　

き　

８
月
28
日
（
金
）
午
前

10
時
〜

と 
こ
ろ　

大
阪
府
新
別
館
北
館
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

申 

し
込
み　

公
述
希
望
者
は
公
述

申
出
書
（
様
式
指
定
）
を
、
傍
聴

希
望
者
は
は
が
き
（
ｅ
メ
ー
ル

も
可
）
に
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
記
入
し
、
８
月
17
日

（
月
）〈
必
着
〉
ま
で
に
、
〒
５
４

０

－

８
５
７
０　

大
阪
府
総
合

計
画
課（e-m

ail:sogokeikak
u@
sbox.pref.osaka.lg.jp

）

問 

い
合
わ
せ　

府
総
合
計
画
課

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

普
通
救
命
講
習
会

　

心
肺
停
止
に
陥
っ
た
人
の
命
を

救
う
た
め
に
は
、
一
刻
も
早
い
心

肺
蘇
生
法
の
開
始
が
必
要
で
、
そ

れ
が
、
社
会
復
帰
率
を
左
右
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

使
っ
た
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

９
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

消
防
本
部
２
階　

研
修

室
定　

員　

先
着
20
人

申 

込
用
紙
の
配
布　

消
防
署
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.katano.osaka.jp/k
akka/syoubous/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

本
部
救
急
係

AED

［広告］
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子
育
て

子育て
　 ファミサポ入会説明会・お試し保育
　 第 2期わんぱく教室
　 地域子育て支援センター
　 ぐんぐん教室
　 パクパク離乳食講習会
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 もぐもぐ元気っ子講座

  消費者相談第
２
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　
〈
説
明
会
〉
９

月
１
日（
火
）、
９
月
８
日（
火
）

〜
11
月
10
日
（
火
）
の
毎
週
火

曜
日
（
全
９
回
）〈
９
月
22
日
は

お
休
み
、
11
月
３
日
は
２
日
に

振
替
〉
＝
15
年
４
月
２
日
〜
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　
〈
説
明
会
〉
９

月
２
日（
水
）、
９
月
９
日（
水
）

〜
11
月
11
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日
（
全
９
回
）〈
９
月
23
日
は

お
休
み
〉
＝
19
年
４
月
２
日
〜

20
年
８
月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
と
保
護
者

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー　

い
ち
ば
ん
ぼ
し　

く
ら
ぶ

（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保

育
園
内
）

定　

員　

各
10
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。初
参
加

の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
連

れ
て
く
る
弟
・
妹
の
有
無
と
年

齢
を
記
入
し
、
８
月
12
日
（
水
）

〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

わ
ん
ぱ
く
教
室
係

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
９
１
・
１
７
９
３
）

保
育
時
間
内
で
保
護
者
向
け
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

参
加
費　

無
料

※ 

入
会
説
明
会
の
み
は
、
随
時
行

っ
て
い
ま
す
。

申 

し
込
み　

８
月
17
日（
月
）午
前

10
時
か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
９
３
・
０
７
５
７
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
入
会
説
明

会
と
お
試
し
保
育

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子

育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）と
、
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）、
そ
の
両
方
の
人
（
両
方

会
員
）を
つ
な
ぐ
会
員
組
織
で
す
。

　

今
回
は
入
会
説
明
会
に
加
え
、

提
供
会
員
と
直
接
触
れ
合
う
お
試

し
保
育（
予
約
制
、
先
着
15
人
）を

実
施
し
ま
す
。

と 　

き　

９
月
17
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

入
会
説
明
と
、
お
試
し

消費者相談
～期待はずれの　　　　　
　　　　産地直送セット～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　
「
北
海
道
の
お
店
で

す
。新
鮮
な
カ
ニ
と
お

好
き
な
海
産
物
を
セ
ッ
ト
に
し

て
、
１
万
円
で
送
り
ま
す
」
と
、

突
然
電
話
が
あ
り
、
損
は
さ
せ

な
い
と
い
う
の
で
、
好
み
を
伝

え
て
頼
み
ま
し
た
。

　

代
金
引
き
換
え
で
商
品
を
受

け
取
り
、
中
身
を
見
る
と
、
好

み
と
伝
え
た
ウ
ニ
や
イ
ク
ラ
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。と
て
も
１

万
円
に
は
見
合
わ
ず
が
っ
か
り

で
す
。　

相
談
者
が
「
約
束
し

た
商
品
と
違
う
」
と
交

渉
、
当
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
旋
に

入
り
、
最
終
的
に
業
者
が
相
談

者
に
１
万
円
を
返
金
し
ま
し

た
。

　

相
談
者
に
と
っ
て
不
意
打
ち

の
電
話
で
、
業
者
の
商
品
説
明

が
不
十
分
で
し
た
。

　

業
者
か
ら
電
話

が
あ
り
、
勧
め
ら

れ
て
送
付
を
頼
ん
だ
今
回
の
よ

う
な
場
合
は
、
電
話
勧
誘
販
売

と
な
り
ま
す
。

　

電
話
勧
誘
販
売
で
は
、
指
定

商
品
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

解
除
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
生

鮮
食
品
は
指
定
外
の
た
め
、
本

件
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
ま
せ
ん
。（
平
成
21
年
８
月
１

日
現
在
。後
日
法
改
正
で
適
用

と
な
る
見
込
み
）

　

今
回
は
業
者
が
返
金
に
応
じ

ま
し
た
が
、
粘
り
強
い
交
渉
と

説
得
が
必
要
で
し
た
。

　

内
容
や
値
段
を
あ
い
ま
い
な

ま
ま
、
お
ま
か
せ
で
契
約
す
る

と
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
が
ち

で
す
。

　

十
分
に
検
討
の
う
え
、
契
約

し
ま
し
ょ
う
。

ＱＡ

助
言
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も
ぐ
も
ぐ

元
気
っ
子
講
座

と 　

き　

９
月
15
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

お
や
つ
や
朝
食
と
し
て

簡
単
に
調
理
で
き
る
献
立
の
実

演
・
講
義
・
試
食（
保
護
者
の
み
）

※ 

保
育
室
に
子
ど
も
を
預
け
て
ゆ

っ
く
り
受
講
で
き
ま
す
。

対 　

象　

１
歳
６
か
月
か
ら
３
歳

未
満
の
幼
児
と
保
護
者

定　

員　

先
着
14
人

※ 

初
参
加
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
託
児
に
必

要
な
も
の
（
汚
れ
物
を
入
れ
る

袋
、
お
む
つ
な
ど
）、
お
茶
な
ど

の
飲
み
物
（
普
段
使
っ
て
い
る

容
器
に
入
れ
た
も
の
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

４
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

託
児
の
間
に
離
乳
食
の

講
習
・
調
理
実
習
・
試
食

※ 

託
児
の
時
間
に
必
要
な
も
の

（
お
む
つ
な
ど
）
と
、
お
茶
・
ミ

ル
ク
な
ど
の
飲
み
物
（
普
段
使

用
し
て
い
る
容
器
に
入
れ
る
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

の
乳
幼
児
と
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

※ 

ぐ
ん
ぐ
ん
教
室
と
共
催
の
た

め
、
ぐ
ん
ぐ
ん
教
室
参
加
者
を

優
先
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ

き
ん
２
枚
、飲
み
物

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

18
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

パ
ク
パ
ク

離
乳
食
講
習
会

と 　

き　

９
月
８
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

９
月
１
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

た
ち
と
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
内
容

① 

９
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
45

分
〜
正
午
＝
親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
と
交
流

② 

９
月
８
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
＝
離
乳
食
講
習
会

（
保
育
あ
り
）

③ 

９
月
25
日
（
金
）
午
前
９
時
45

分
〜
正
午
＝
発
達
の
道
す
じ
に

つ
い
て（
保
育
あ
り
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
の
こ
ろ
（
お

お
む
ね
生
後
６
〜
12
か
月
）
の

乳
児
と
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
む

つ
、
お
尻
拭
き
ナ
ッ
プ
、
飲
み

物（
お
茶
・
ミ
ル
ク
な
ど
）

※ 
９
月
８
日
は
、
筆
記
用
具
と
エ

プ
ロ
ン
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

７
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課

ぐ
ん
ぐ
ん
教
室

　

ふ
れ
あ
い
遊
び
、
離
乳
食
、
赤

ち
ゃ
ん
の
発
達
の
道
す
じ
な
ど
、

子
育
て
の
基
本
を
参
加
者
の
マ
マ

交
野
市
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■ 
親
子
教
室
（
わ
ん
ぱ
く
親
子
ク

ラ
ブ
）

﹇
う
さ
ぎ
組
﹈

と 　

き　

９
月
〜
11
月
の
第

１
・
３
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

対 　

象　

18
年
11
月
１
日
〜
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
未
就
園
児

と
保
護
者

定　

員　

10
組

﹇
ら
い
お
ん
組
﹈

と 　

き　

９
月
〜
11
月
の
第

２
・
４
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

対 　

象　

17
年
４
月
２
日
〜
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
未
就
園
児

と
保
護
者

定　

員　

12
組

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

保
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月

日
③
住
所
・
電
話
番
号
④
き

ょ
う
だ
い
が
い
る
場
合
は
そ
の

年
齢
と
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を

記
入
し
、
８
月
12
日
（
水
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
〒
５
７
６

－
０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－
５　

交
野
市
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

初
参
加
・
第
１
子
を
優
先
し
ま

す
。

■
赤
ち
ゃ
ん
の
日（
予
約
不
要
）

と 　

き　

毎
月
第
１
・
２
火
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

対 　

象　

お
お
む
ね
１
歳
６
か
月

未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
い
る
家
庭
は
、

「
自
由
あ
そ
び
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

交
野

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡  
８
１
０
・
８
２
７
０　

青
年

の
家
横
）
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健　
康

健　康
　 星のまち歩く歩く隊募集
　 頭と身体の元気度知ろう会
　 生活機能訓練
　 地域活動栄養士養成講座
　 女性特有のがん検診推進事業
　 日本脳炎に新ワクチン
　 乳幼児の健診と相談
　 保健所だより

    耳より健康コラム

　肩こり・腰痛は、普段の生活で何気なく行って
いる動作に気をつけることで予防が可能です。
　例えば、立っているときには、肩の力を抜いて
あごを引き、背筋を伸ばし、下腹に力を入れ、膝
を伸ばすように意識してみましょう。
　また、荷物を持つときも、片手で持つのではな
く、できるだけ均等の重さになるよう両手で持つ
ようにしましょう。片方の肩に負担をかけないこ
とが大切です。デスクワークなど、長時間同じ体
勢でいることも肩・腰の負担になるので、30 分
に一度はストレッチを行い、筋肉をほぐすように
しましょう。気分転換にもなります。
　肩こり・腰痛は、身体を動かすことが減り、ス
トレスの多い文明社会が作り出した副産物といえ
るかもしれません。適度に体を動かすことが、予
防には大切です。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
肩こり・腰痛　日常生活で気をつけること

日
（
火
）・
20
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

四
條
畷
保
健
所

対 　

象　

交
野
市
・
四
條
畷
市
・

大
東
市
在
住
で
、
栄
養
士
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
人

※ 

保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

費 　

用　

４
０
０
円
（
調
理
実
習

材
料
費
、20
日
の
み
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

24
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
か
、

フ
ァ
ク
ス
に
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
を
記
入
し
、
四
條
畷

保
健
所（
℡
８
７
８
・
１
０
２
１

℻
８
７
６
・
４
４
８
４
）

地
域
活
動
栄
養
士

養
成
講
座

　

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
地
域
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

10
月
６
日
（
火
）・
13

生
活
機
能
訓
練

　

障
が
い
な
ど
で
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
人
に
対
し
、

作
業
療
法
士
が
個
別
訓
練
を
行
い

ま
す
。

対 　

象　

18
〜
64
歳
の
身
体
に
障

が
い
が
あ
り
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
ま
で
通
所
可
能
な
人

※ 

介
護
保
険
認
定
者
・
医
療
に
お

け
る
機
能
訓
練
を
受
け
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
。

期 　

間　

毎
週
月
曜
日
（
６
か
月

間
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

と
き
・
内
容

▽ 

９
月
７
日
（
月
）
＝
頭
の
元
気

度（
も
の
忘
れ
）測
定

▽ 

９
月
14
日
（
月
）
＝
身
体
の
元

気
度（
体
力
）測
定

※ 

２
日
参
加
が
基
本
で
す
が
、
１

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時 　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対　

象　

65
歳
以
上
の
市
民

定　

員　

先
着
15
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

星
の
ま
ち
歩ぽ

く
歩ぽ

く
隊

を
募
集
し
ま
す

　

健
康
の
た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
広
め
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

養
成
講
座
修
了
後
、
毎
月
開
催

し
て
い
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
活
動

「
星
の
ま
ち
歩
く
歩
く
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

の
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

９
月
〜
10
月
の
毎
週
火

曜
日
（
９
月
22
日
は
お
休
み
、

10
月
13
日
は
16
日
に
振
り
替

え
）〈
全
８
回
〉

時 　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
９
月
29
日
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
45
分
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
関
す

る
講
義
や
実
技
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
、
歩
く
歩
く
ス
ト
レ
ッ
チ

の
実
践
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

定　

員　

25
人

服 　

装　

動
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴

持
ち
物　

飲
み
物
、筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課
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と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約

制
）

と　

き　

随
時

■
犬
の
引
き
取
り（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
5

時
※
要
印
鑑
、大
型
犬
は
要
相
談

■ 

飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査（
有

料
）

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

■
検　

便

と
き
・
内
容

①
毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
）（
有
料
、予
約
制
）

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）

保
健
所
だ
よ
り

（
８
月
分
）

■
肝
炎
検
査（
無
料
・
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■ 

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
（
有

料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※ 

１
歳
児
以
上
の
育
児
相
談
は
、

今
年
度
か
ら
、
身
長
・
体
重
を

ご
自
身
で
測
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

と
き
・
対
象

①
８
月
26
日（
水
）＝
０
歳
児

② 

８
月
７
日
（
金
）
＝
１
歳
児
以

上
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
15
分
〜
10
時
15
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

 

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

９
月
１
日（
火
）

対 　

象　

21
年
４
月
11
日
〜
５
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

８
月
18
日（
火
）

対 　

象　

20
年
１
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

８
月
12
日（
水
）

対 　

象　

18
年
１
月
生
ま
れ
の
幼

児
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

と
し
て
接
種
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に

新
ワ
ク
チ
ン

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
、
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
「
乾
燥
細
胞
培
養

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」
が
認
可
さ

れ
て
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
新
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
今
ま
で

の
「
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」
を
１

度
も
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
新

ワ
ク
チ
ン
の
使
用
経
験
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
今
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン

と
新
ワ
ク
チ
ン
を
併
用
す
る
こ
と

の
安
全
性
・
有
効
性
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
た
め
で
す
。

　

現
在
、
新
ワ
ク
チ
ン
・
今
ま
で

の
ワ
ク
チ
ン
と
も
、
積
極
的
な
勧

奨
は
差
し
控
え
て
い
ま
す
が
、
流

行
地
域
に
行
く
な
ど
、
接
種
を
特

に
希
望
す
る
人
は
定
期
予
防
接
種

対　

象

▽ 

子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
21
年
４

月
１
日
現
在
、
20
・
25
・
30
・

35
・
40
歳
の
女
性

▽ 

乳
が
ん
検
診
＝
21
年
４
月
１
日

現
在
、
40
・
45
・
50
・
55
・
60

歳
の
女
性

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

女
性
特
有
の

が
ん
検
診
推
進
事
業

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進

事
業
は
、
特
定
の
年
齢
に
達
し
た

女
性
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
に
関
す
る
検
診
手
帳
と

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送

り
、
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
、
が

ん
の
早
期
発
見
な
ど
、健
康
保
持
・

増
進
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
30
日
を
事
業
対
象
者
の
基

準
日
と
し
て
、
が
ん
検
診
に
関
す

る
検
診
手
帳
と
が
ん
検
診
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
、
８
月
中
旬
〜
９
月

上
旬
に
送
る
予
定
で
す
。７
月
１

日
以
降
に
市
に
転
入
し
て
き
た
人

は
、
６
月
30
日
現
在
に
住
ん
で
い

た
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
以
降
、
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
前

に
、
対
象
年
齢
の
人
の
う
ち
、
す

で
に
市
民
健
診
を
受
診
し
た
人
の

場
合
、
検
診
費
用
の
還
付
が
あ
り

ま
す
の
で
、
領
収
書
を
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
が
使
え
る
医
療
機

関
や
償
還
払
い
の
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
送
付
時
に
案

内
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
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Ａ 　

も
ち
ろ
ん
星
田
の
人
が
多
い
の
で
す
が
、

妙
見
坂
や
遠
い
地
域
か
ら
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
途
中
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
人
も
多
い
で
す
。

　

 　

目
的
が
無
い
と
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
な
か

な
か
続
か
な
い
の
で
、こ
れ
を
目
的
に
み
な

さ
ん
が
体
力
づ
く
り
を
続
け
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
。

Ｑ 　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、一
言
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ 　

参
加
し
て
い
る
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
末

永
く
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
中
さ
ん（
℡  
８
９
１
・
１
８

５
３
）

Ｑ 　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、い
つ
や
っ
て
い
る
ん
で

す
か
。

Ａ 　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、雨
の
日
以
外
は
毎
朝
７

時
に
星
田
神
社
の
境
内
に
集
合
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。ラ
ジ
カ
セ
で
テ
ー
プ
を
流
し
、佐
々

木
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、ラ
ジ
オ
体
操
の
歌

を
歌
い
、ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
す
。そ
の
後
、

佐
々
木
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
を
ゆ
っ
く

り「
１・２・３
…
」と
八
拍
子
ず
つ
行
な
い
ま

す
。参
加
者
が
無
理
し
な
い
よ
う
に
、
声
を

か
け
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

参
加
す
る
こ
と
で
良
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

Ａ 　

体
力
が
つ
く
こ
と
も
そ
う
で
す
が
お
友

達
が
増
え
て
い
き
ま
す
。名
前
を
知
ら
な
い

人
で
も
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。こ
う
や
っ
て

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、話
を
す
る
こ
と
も
、健

康
に
な
る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

 

Ｑ 　

参
加
者
の
感
想
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 　
「
毎
日
続
け
ま
す
。こ
う
い
う
機
会
を
作

っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
し
て
く

れ
る
人
や「
毎
朝
規
則
正
し
く
起
き
て
こ
こ

に
来
る
こ
と
が
、
生
活
の
良
い
リ
ズ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
ま

す
。そ
ん
な
感
想
を
い
た
だ
く
の
で
、
こ
ち

ら
も
や
り
が
い
が
あ
り
、楽
し
く
活
動
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
星
田
神
社
周
辺

の
人
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

星
田
神
社
の
境
内
で
は
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体

操
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
80
人

も
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
現
場
に
お
邪
魔
し
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
発
起
人
で
あ
る
大
中
義
次
さ
ん
に
、
参
加

者
の
感
想
、活
動
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。

  

Ｑ 　

ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

 

昨
年
の
10
月
に
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
人
の
新
聞
記
事
を
読
ん

で
、
自
分
も
ラ
ジ
オ
体
操
を
や
り
た
い
と
思

っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

Ｑ 　

い
つ
か
ら
活
動
し
て
い
る
ん
で
す
が
。

Ａ 　

今
年
の
2
月
1
日
か
ら
で
す
。昨
年
の
10

月
に
、
星
田
神
社
の
佐
々
木
久
裕
さ
ん
に
、

協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、快
く
神
社
の

境
内
を
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

 　

場
所
が
決
ま
っ
た
の
で
、活
動
を
続
け
て

い
く
た
め
の
協
力
者
を
捜
し
ま
し
た
。協
力

を
お
願
い
す
る
た
め
、知
り
合
い
の
家
を
回

っ
た
と
こ
ろ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
み
な
さ

ん
も
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
、あ
る
協
力
者

か
ら
は「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
続
け
て

い
か
な
あ
か
ん
よ
、一
緒
に
頑
張
ろ
う
ね
」と

激
励
の
言
葉
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　

 　

た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、曜
日
ご
と
で
担
当
を
替
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、無
理
せ
ず
続
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

星
田
神
社
で
の
ラ
ジ
オ
体
操　

毎
朝
続
け
て
体
力
・
仲
間
づ
く
り

Vol.59

発起人の大中義次さん、体操指導の
佐々木久裕さん＝写真右から

佐々木さんのオリジナル体操
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児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

ウミウシ
　中野理枝　福音館書店
花ことばのひみつ
　柴野理奈子　講談社
魔法の本と魔女
　ルース・チュウ　フレーベル館
招福堂のまねきねこ
　茂市久美子　学習研究社
あいうえおカメレオン
　増田戻樹　偕成社
おばけがゆうかいされちゃった！
　むらいかよ　ポプラ社
こんた、バスでおつかい
　田中友佳子　徳間書店
むしむしでんしゃ
　内田麟太郎　童心社

骸骨ビルの庭　上・下
　宮本輝　講談社
死ぬという大仕事
　上坂冬子　小学館
酢ッキリレシピ
　Mizuka　春日出版
対米交渉のすごい国
　櫻田大造　光文社
しっかりマスター基本のパン
　下條友晴　ナツメ社
日本一のてみやげ
　一個人編集部　ベストセラーズ
緋色からくり
　田牧大和　新潮社
人民元がドルを駆逐する
　宮崎正弘　ベストセラーズ

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

「めっきらもっきら　どおんどん」
長谷川摂子　作
ふりやなな　画

福音館書店

　「あそぶとも
だちがだれも
いない」お宮
までやってき
たかんたは大
声でめちゃくちゃの歌を歌います。
「ちんぷく　まんぷく…めっきらも
っきら　どおんどん」
　とたんに風が吹き、奇妙な声が。
のぞき込んだご神木の穴に吸い込
まれたかんたは、不思議な世界で
3人の妖怪に出合います。おかし
な 3 人と思う存分遊んだかんた。
遊び疲れて心細くなり、思わず「お・
か・あ…」と叫びます。すると…
　想像の世界で遊んだあと、最後
には安心できる場所に戻ってくる。
これはファンタジー絵本の大切な
要素のひとつです。
　言葉にも物語にもリズムがあり、
躍動感のあるユーモラスな絵も魅
力的。子どもたちは自然と物語に
引き込まれ、かんたと一緒に不思
議な世界を満喫することでしょう。

　

私
た
ち
は
多
く
の
植
物
に
囲
ま
れ
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。山
や
道
な
ど
に
生

え
て
い
る
草
、
木
、
こ
け
は
も
ち
ろ
ん
、

田
ん
ぼ
・
畑
に
あ
る
お
米
、
野
菜
も
植

物
で
す
。

　

植
物
は
光
合
成
に
よ
り
、
水
と
二
酸

化
炭
素
か
ら
炭
水
化
物
と
酸
素
を
作
り

出
し
ま
す
。
人
間
を
含
め
た
動
物
は
、

こ
の
酸
素
を
吸
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
人
間
は
植
物
と
生
き
て
い
る

と
い
う
よ
り
、
植
物
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

昭
和
61
年
に
発
行
さ
れ
た
「
交
野
市

史
自
然
編
Ⅱ
」
に
は
、
交
野
に
自
生
す

る
植
物
と
し
て
３
９
３
種
が
紹
介
さ

れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樹
木
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会
が
平
成
16
〜
18
年
に
実
施

し
た
調
査
で
は
、
草
・
木
、
シ
ダ
を
合

わ
せ
、
４
９
９
種
も
の
植
物
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ュ
ン
ラ
ン

や
サ
サ
ユ
リ
な
ど
、
昔
は
多
く
見
ら
れ

た
も
の
の
、
今
は
希
少
植
物
に
な
っ
て

い
る
種
類
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
み
な
さ
ん
は
交
野
の
「
市
の

木
」「
市
の
花
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

「
市
の
木
」
が
サ
ク
ラ
で
あ
る
こ
と
は

広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
市
の
花
」
と
聞
か
れ
て
、
す
ぐ
に
「
ツ

ツ
ジ
」
と
答
え
ら
れ
る
人
は
、
な
か
な

か
の
交
野
通
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
紫
の
小
さ
な
花

を
咲
か
せ
、小
さ
な
３
枚
の
葉
を
つ
け
、

交
野
の
山
を
彩
る
「
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
」が
交
野
の
花
と
し
て
相
応
し
く
、

「
モ
チ
ツ
ツ
ジ
」な
ど
も
合
わ
せ
、保
護
・

増
殖
を
図
る
目
的
で
選
ば
れ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
植
物
た
ち
の
彩
り

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
希
少
植
物

は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
何
気
な
く
見
る
植

物
も
含
め
て
、
自
生
す
る
植
物
、
特
に

山
間
部
に
自
生
す
る
植
物
を
む
や
み
に

切
っ
た
り
、
希
少
植
物
を
持
ち
帰
っ
た

り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
反
対
に
外
来
植
物
や
園
芸
植

物
を
む
や
み
に
持
ち
込
む
こ
と
も
慎
ま

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
っ
と
知
ろ
う
！

交
野
の
環
境

交
野
の
植
物

コバノミツバツツジ
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ちいさなコンサート
　6月 14日（日）、ゆうゆうセンターでみどりの風
星田コーラスによる「第 15回ちいさなコンサート」
が開かれ、約 350人の音楽好きが集まりました。
　今回は、台所での何気ない日常の思いをつづった
曲「お台所のうた」やディズニーの曲、コマーシャル
に使われているクラシックの名曲など、幅広い選曲
を披露しました。
　集まった観客たちは、練習に練習を重ねた素晴ら
しい歌声に、大満足といった様子でした。

今年も大盛況！天の川七夕まつり
　7 月 7 日 ( 火 )、私市橋～八幡橋の遊歩道や天
野川水辺プラザなどを会場に、「天の川七夕まつり
2009」が開かれ、約 1万 7,000 人が訪れました。
　七夕伝説のミュージカルや二胡・フルート・ピ
アノによる演奏、約 1,000 基の竹灯ろうと約 5,000
基の和紙製灯ろうなどが、華やかに会場を彩りまし
た。今回は、京阪電車のコマーシャルで有名な「おけ
いはん」と、橋下徹大阪府知事というサプライズゲ
ストが登場し、会場は大盛り上がり。
　参加者からは「雨も降らなかったし、楽しい七夕
まつりでした」という感想が聞かれました。

青年海外協力隊員が表敬訪問
　6月15日（月）、青年海外協力隊員としてウガンダ
に赴任することが決まった、横田沙也加さん（府立交
野支援学校勤務）が中田市長を表敬訪問しました。
　活動期間は、23年 3月までの約2年間で、ウガン
ダのルメコラ小学校で養護教育を行います。
　横田さんは「外国での生活は大変だと思いますが、
5年間勤めた支援学校の経験を生かして、がんばりた
いです」と話していました。

あ る ば む

AA L BB U M
あ る ば む

今年初のプールに大はしゃぎ
　6月15日（月）、長宝寺小学校でプール開きが行な
われ、1年生2クラス約60人が今年初のプールを楽
しみました。
　多少の風はあったものの、暑いぐらいの日差しにな
ったこの日、少し冷たいプールの水がかえって心地よ
いようで、子どもたちは「気持ちいい！」と大はしゃぎ。
　先生の指示で、水に入ってブクブクと息を吐く練習
をしたり、プールの中をぐるぐる回ったりと、思いっき
り楽しんでいました。
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AA L BB U M
みんなで歩こう！星のまち歩

ぽ

く歩
ぽ

く隊
　6月 19 日（金）、今年 2月に結成された「星のま
ち歩く歩く隊」が、ゆうゆうセンターを出発点にウ
オーキングで市内を巡りました。
　この日は、約 40 人の参加者たちが、準備体操を
して最初の目的地「天田神社」を目ざしました。その
後、実相寺、廃千手寺などを通り、約 1時間後にゆ
うゆうセンターに戻ってきました。
　参加者たちはそう快な汗をかき、リフレッシュし
た様子で「また参加したい」と話していました。

故郷で七夕コンサート
　7月 5日（日）、ゆうゆうセンターで交野市出身の
バリトン歌手、落合庸平さんの七夕コンサートが開
かれ、220人の観客が集まりました。
　落合さんは、バリトン独唱の美しい歌声を披露
し、観客たちを魅了していました。また、交野市少年
少女合唱団が特別出演し、「荒城の月」「涙そうそう」
などポピュラーな曲を中心に歌いました。
　歌い終えた落合さんは「故郷の交野で歌うことが
できて感無量です」と感想を話していました。

　
　

街
で
見
か
け
た

　
　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

　 

私
市
小
学
校
が
「
交
通
安
全
子
供

　

自
転
車
大
阪
府
大
会
」
で
優
勝

　

６
月
27
日
（
土
）、
守
口
市
民
体
育

館
で
「
交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
阪

府
大
会
」
が
行
わ
れ
、
私
市
小
学
校
チ

ー
ム
が
、
個
人
・
団
体
の
ダ
ブ
ル
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。こ
れ
で
、
８
月

６
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
、
全
国

大
会
の
出
場
権
も
手
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
小
学
生
が
自
転
車

の
運
転
技
術
や
交
通
ル
ー
ル
の
知
識

を
競
う
大
会
で
す
。
府
内
の
各
警
察

署
が
管
轄
す
る
地
域
か
ら
1
校
ず
つ

出
場
で
き
、
53
チ
ー
ム
計
２
８
７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
18
日
間
と
い
う

短
期
間
で
、
交
通
マ
ナ
ー
や
自
転
車

技
術
、
さ
ら
に
は
礼
儀
作
法
ま
で
、
厳

し
い
練
習
や
指
導
に
耐
え
、
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
小

鷹
狩
さ
ん
が
代
表
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

受
け
取
り
、
感
動
の
涙
を
流
し
な
が

ら
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
全
国
大
会
へ
の
抱

負
を
聞
く
と
「
全
国
大
会
で
は
上
位

に
入
る
こ
と
を
目
ざ
し
、
み
ん
な
で

悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

写真前列左から八木滋さん（応援団長）、藤川
珠理香さん、河村朋佳さん、小鷹狩佑香さん
（キャプテン）、辻廣駿介さん、西村知哉さん、
浦野泰地さん＝全員小学６年生

ハンドルさばきも真剣に
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発掘！発見！発掘！発見！

緑立つ道
今月のテーマ　列品解説②「有池遺跡と上私部遺跡の出土遺物」

5

合
計
21
枚
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
復

元
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
建
物

を
取
り
壊
す
際
の
儀
式
な
ど
に
使

っ
た
も
の
を
納
め
て
い
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

が
た
く
さ
ん
見
え
ま
す
。こ
れ
は

「
暗あ
ん
も
ん文

」
と
い
う
瓦
器
独
特
の
文

様
で
、
時
代
が
新
し
く
な
る
ご
と

に
粗
雑
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、瓦
器
は
そ
の
特
徴
か
ら
、

大
阪
府
南
部
に
分
布
す
る
「
和
泉

型
」、
大
阪
府
北
部
に
分
布
す
る

「
楠
葉
型
」、
そ
し
て
奈
良
県
に
分

布
す
る
「
大
和
型
」
の
３
種
類
に

大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。有
池
遺

跡
で
は
大
和
型
と
楠
葉
型
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
大
和
型
瓦
器
は
13

世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で
は
一
定
量
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は

ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
ず
、
楠
葉
型

瓦
器
の
み
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
有
池
遺
跡
の
住

人
た
ち
は
、
12
世
紀
中
ご
ろ
を
境

に
し
て
大
和
型
か
ら
楠
葉
型
へ
と

取
引
先
を
変
え
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
当
時
の
支
配
者
の

勢
力
関
係
や
経
済
活
動
の
ほ
か
に

も
、
大
和
へ
の
主
要
交
通
路
で
あ

　

左
の
写
真
は
、
瓦
器
と
呼
ば
れ

る
屋
根
瓦
の
よ
う
な
焼
き
方
を
し

た
、
当
時
の
代
表
的
な
器
で
す
。

光
の
方
向
を
変
え
な
が
ら
内
側

を
よ
く
観
察
す
る
と
、
細
か
い
線

　

今
月
は
、
第
二
京
阪
道
路
関
連

遺
跡
出
土
展
示
会
（
前
期
）
に
出

品
さ
れ
て
い
る
遺
物
の
う
ち
、
有

池
遺
跡
と
上
私
部
遺
跡
の
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
遺
物
を
紹
介
し
ま

す
。

　

広
報
か
た
の
６
月
号
で
紹
介
し

ま
し
た
有
池
遺
跡
で
は
、
11
世
紀

後
半
か
ら
15
世
紀
に
か
け
て
の
集

落
跡
が
み
つ
か
り
、
そ
れ
と
と
も

に
碗
や
皿
な
ど
当
時
の
生
活
用
品

が
大
量
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

右
の
写
真
は
建
物
の
柱
穴
か
ら

見
つ
か
っ
た
13
世
紀
前
半
代
の
土

師
器
の
皿
類
で
す
。写
真
の
よ
う

に
、
２
か
所
に
分
け
ら
れ
て
積
み

重
ね
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
で
見
つ

か
っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
ら
の
皿
の

瓦が　

器き

有
池
遺
跡
の
遺
物

瓦器と暗文

土師器皿

瓦器展示の様子
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る
磐
船
街
道
に
近
い
と
い
う
地
理

的
要
因
な
ど
も
深
く
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

展
示
会
で
は
、
右
㌻
下
の
写
真

の
と
お
り
、
12
世
紀
か
ら
14
世
紀

に
か
け
て
約
２
０
０
年
の
間
に
使

わ
れ
た
瓦
器
や
皿
を
年
代
別
に
並

べ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
時
代
ご
と
の
、

形
や
大
き
さ
の
変
化
や
暗
文
が
雑

に
な
っ
て
い
く
様
子
な
ど
を
た
ど

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
有
池
遺
跡
か
ら
は
中
国
製
の

白は
く
じ磁
や
青せ
い
じ磁
の
碗
や
小
皿
の
破

片
も
わ
ず
か
な
が
ら
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、
瓦
器
よ
り

も
格
段
に
高
級
な
器
で
、
当
時
の

有
力
者
な
ど
一
部
の
限
ら
れ
た
人

や
、
特
別
な
行
事
の
時
に
使
わ
れ

た
も
と
思
わ
れ
ま
す
。

問 い合わせ　㈶大阪府文化財センター京阪調査事務所
　（℡   895・1200　〒576－0022　交野市藤が尾1－2）

　大阪府と府内の市町村は、大阪のまち全体を「ミュージアム」（美術館や
博物館）として、各地の魅力的な地域資源を「展示品」や「館内催し」に見立
て、大阪の魅力アップを図る「大阪ミュージアム」構想を推進しています。

　交野市では、「教育文化会館」以外にも「私部代官屋敷周辺のまちなみ」「交野山と信仰の道」「交野が原と七
夕まつり」など 16件が、現在登録されています。
■大阪ミュージアムホームページ　http://www.osaka-museum.jp/index.html

上
私
部
遺
跡
の
遺
物

　

上
私
部
遺
跡
は
、
５
世
紀
前
半

ご
ろ
か
ら
７
世
紀
初
め
ご
ろ
の
約

二
百
年
に
わ
た
っ
て
集
落
が
営
ま

れ
、
中
で
も
６
世
紀
ご
ろ
か
後
半

に
か
け
て
は
も
っ
と
も
栄
え
て
い

た
こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
５
世
紀
の
も

管く
だ
た
ま玉

と
臼う
す
だ
ま玉

の
に
は
土は

じ

き
師
器
や
須す

え

き
恵
器
な
ど
の

土
器
の
ほ
か
、
石
製
の
玉
類
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

土
師
器
の
中
に
は
、
当
時
国
内

で
作
ら
れ
た
土
器
の
底
は
丸
い
も

の
が
主
流
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
左
の
写
真
の
よ
う
に
植
木

鉢
の
よ
う
に
底
が
平
に
形
作
ら
れ

た
土
器
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

第二京阪道路関連遺跡
出土遺物展示会（前期）

と 　き　11月 1日（日）までの午前 10
時～午後 5時

場 　所　歴史民俗資料展示室
内 　容　倉治・東倉治・有池・上私部
遺跡から出土した遺物の展示

※ぜひ広報紙をご持参ください。
問 い合わせ　歴史民俗資料展示室（℡  
810・6667）

　

こ
の
土
器
の
も
と
の
形
は
、
朝

鮮
半
島
南
部
の
「
小
形
平
底
鉢
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ

で
生
活
を
営
ん
だ
人
々
が
、
当
時

の
朝
鮮
半
島
南
部
で
流
行
し
て
い

た
最
新
の
も
の
を
取
り
入
れ
よ
う

と
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

須
恵
器
に
は
高
杯
な
ど
が
み
ら

れ
ま
す
。し
か
し
当
時
の
主
要
な

生
産
地
で
あ
っ
た
大
阪
府
堺
市

の
丘
陵
部
を
中
心
と
し
て
広
が
る

陶す
え
む
ら
こ
よ
う
し
ぐ
ん

邑
古
窯
跡
群
か
ら
出
土
す
る
も

の
と
比
べ
て
み
る
と
、
全
体
の
形

は
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
素
地
が

粗
い
、
厚
さ
が
分
厚
い
、
焼
き
が

悪
い
な
ど
、
細
か
い
部
分
で
異
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

交
野
市
を
は
じ
め
と
す
る
北
河
内

の
ど
こ
か
で
須
恵
器
を
焼
い
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

玉
類
に
は
管
玉
と
臼
玉
が
見
ら

れ
ま
す
。管
玉
は
緑
り
ょ
く
し
ょ
く
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

色
凝
灰
岩
な

ど
で
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
実
際
に
使

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
臼
玉
は
5
㍉
ほ
ど
の
非

常
に
小
さ
い
も
の
で
、
そ
の
原
材

料
も
滑か
っ
せ
き石

と
呼
ば
れ
る
、
爪
で
引

っ
掻
い
て
も
傷
が
つ
く
よ
う
な
非

常
に
柔
ら
か
い
石
材
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
ほ
か
の
遺
跡
で
は

古
墳
や
祭
祀
場
な
ど
の
日
常
生
活

管玉と臼玉

韓式系土器平底鉢

須恵器高杯

土
師
器
と
須
恵
器

の
場
所
以
外
で
大
量
に
見
つ
か
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
儀
式
や
お
祭

り
で
使
わ
れ
る
特
殊
な
飾
り
玉
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

次
回
も
、今
回
に
ひ
き
つ
づ
き
、

上
私
部
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
古
墳

時
代
後
期
以
降
の
土
器
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

　
　

㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
孝
一
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡ 892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　第 1・3水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡ 892・0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
　【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌
日）の9時30分から電話で市長公室（℡892・0121）】

土地建物相談（不動産鑑定士）
　11日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　19日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
   8日（土）13時30分～16時、星田市民センター
　21日（金）13時30分～16時、市役所別館
相続・遺言相談（行政書士）
　 26日（水）13時～15時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　25日（火）13時～16時、星田市民センター
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 10時～ 16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員、要電話連絡）
　平日15時30分～17時30分、市役所本館2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5　青年の家横　℡ 810・8270）

▽  来所＝毎週火・水・木曜日 13 時～ 16 時、電話＝平日 9時

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1・2水曜日、（精神）第3水曜日、
第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
障がい者相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
地域活動支援センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士、福祉の総合相談員）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター

※問い合わせ　地域包括支援センター（℡ 893・6426）　
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 5日（水）14時～16時30分、市役所別館2階、相談室、定員3人。
予約は電話で市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
人権擁護委員による相談
　20日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階
人権なんでも相談（人権相談員）
　平日 10時～正午と 13時～ 16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）

～ 17時、子育て支援センター「いちばんぼしくらぶ」（星田
3－ 10－ 8　星田保育園内　℡ 891・1793）
育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

8 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ごみなし

374　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 5日（水）12日（水）19日（水）26日（水 )

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田西・
南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌な
ど

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚・
私部 4丁目
一部

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉
治・東倉
治・神宮
寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

8 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡ 892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。

法
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康
・
福
祉
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交野フットボールクラブ
　［①日曜の部］午前 8時～ 10
時［②日曜・平日の部］日曜日
午前 8 時～ 10 時、平日午後
6 時～ 8 時、第二中学校・旭
小学校。対象は小学生。入会金
2,000 円。月会費① 1,500 円
② 3,000 円。中学・高校生の入
会も可。［申・問］根岸さん（℡  
891・8451）

アンサンブルかたすい（吹奏楽団）
　毎週日曜日
午 前 9 時 30
分～正午、青年
の家301号室。
年 1回定期演
奏会あり。対象
は中学生以上。
楽器を持っている人歓迎。クラ
リネット、ホルン、パーカッショ
ン急募。月会費1,000円。［申・問］
三原さん（℡   891・9855）

好評の TOEIC 対策コース
　9月6日（日）～10月25日（日）
の毎週日曜日午前10時～午後
0時 30分（全8回）、交野会館1
階（郡津駅前）。最小開講人数4
人。受講料2万5,000円。［申・問］
交野市国際交流協会（℡   894・
1113　℻   894・1119　月～金
曜日午前9時～午後5時）

かたの写真同好会
　毎月第 3日曜日午前 10時～
正午、青年の家 3階 201 号室。
作品講評会。その他撮影会・写
真展などあり。入会金無料。年
会費 3,000 円。一度例会の日に
見学に来てください。［申・問］
例会日に直接会場か、桝田さん
（℡   891・1155）

さくらソフトバレーボール
　毎月第 1・2 日曜日午後 1
時～ 5 時、交野小学校。第 3・
4 土曜日午後 1 時～ 5 時、岩

船小学校。入会金無料。月会費
1,000 円。［申・問］石川さん（℡  
090・4499・5491）

ママ大好き☆ドレミふぁ！らんど
　22 年 3 月までの毎月第 2・
4火曜日午前 11時～ 11時 50
分、青年の家研修室。音楽大好
きな親子集まれ～。楽しく歌や
手遊びをしよう！対象は 2歳
半から就園まで。月会費 2,000
円。［ 申・ 問 ］角 田 さ ん（ ℡  
893・9189）か、小澤さん（℡  
894・0667）

なんでもくらぶ地球環境を考える会
　8月は 4日（火）と 11日（火）
午後1時～、ゆうゆうセンター。
山基流字、枯葉、広告などイメ
ージレター、ライトアンドシェ
イド、ケナフ染絵手紙、作品作
り楽しむ。定員 30 人。月会費
500 円。指導は山基流山本もと
子さん。［申・問］山本さん（℡  
819・1518）

国際親善ボランティア
　スリランカの恵まれない児
童たちへの通学用自転車の贈
呈式に参加しませんか。日時は
10月 12日（祝）～ 19日（月）、
スリランカ・アガラワッタ市。
詳細はお問い合わせください。

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  会員募集　●●●

  大会結果　●●●

第 31回交野市長杯卓球大会
　6月 7日（日）、
いきいきランド
交野で 230 人が
参加して行われ
ました。上位の成
績は次のとおり。
敬称略。

▽一般男子ダブルス
①川崎俊彦、日野秀隆
②井戸和司、高野義雄

▽一般女子ダブルス
①木全文子、山本幾代
②福本小夜子、吉岡悦子

▽一般男子シングルス
①高野義雄　②岡野光和

▽一般女子シングルス
①木全文子　②山本千鶴子

▽新人の部ダブルス
①清水亨代、所公子
②土屋稚子、林田富子

▽中学生男子シングルス
①青木建誠　②中出茂

▽中学生女子シングルス
①渡邊真琴　②奥田洋子

［申・問］8 月 20 日（木）まで
にスリランカ学童援助会の長谷
川さん（℡   090・9868・7486
番号通知で）

創立 30周年記念交野市空手道選手権大会
　6月 21日（日）、いきいきランド交野で 400人が参加して行われました。
優勝者は次のとおり。敬称略。

▽形の部
（団体）［小学生低学年］日本空手協会青山B［小学生中学年］日本空手協会
交野A［小学生高学年］日本空手協会青山A（個人）［幼児男女］駒澤雄大［小
学 1年男女］玉村風星［小学 2年男女］赤木皓太［小学 3年男子］面髙海斗［小
学 4年男子］中谷弘武［小学 5年男子］赤木大翔［小学 6年男子］山本大輝［小
学 3・4年女子］猪原海輝［小学 5・6年女子］井下和奏［中学生男子］清水芳
隆［中学生女子］中村柚女［高校・一般］中村亜里沙

▽組手の部
（団体）［小学生低学年］日本空手協会青山A［小学生中学年］剛柔流誠志館
［小学生高学年］糸東会拳志会A［中学生］日本空手協会青山A（個人）［小
学 1年男子］笹本稜也［小学 2年男子］赤木皓太［小学 3年男子］面髙海斗［小
学 4年男子］川島晨佑［小学 5年男子］赤木大翔［小学 6年男子］山本大輝［小
学 1・2年女子］西本真愛［小学 3・4年女子］猪原海輝［小学 5・6年女子］
平田萌［中学 1年男子］橋本耕平［中学 2・3年男子］橋本裕作［中学生女子］
譲尾萌［高校生男子］湯浅裕貴［一般男子］太田智光
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ド交野2階控室5。2～10か月
の赤ちゃん対象。みんなで楽しい
時間を過ごしましょう！参加費
1,000円。予約制［申］堀田さん
（℡   090・4285・5089）

ツバメのねぐらを見に行こう！
　8 月 29 日（土）午後 5 時に
京阪中書島駅京都方面待合室集
合。巨椋池干拓田。定員先着 40
人。参加費 500 円（小学生 200
円）。交通費各自。講師は NHK
講座金田敦男さん。［申・問］ウ
ェルネス啓発センターの加堂さ
ん（℡   857・8116）

夏休み・親子キャンプ
　8月 29日（土）・30日（日）、
星の里いわふね。子どもゆめ基
金助成事業。野外料理など。対
象は小学 1～ 6 年生。先着 16
組。参加費 1人 400 円。主催は
枚方交野地区自然体験活動実行
委員会。受付期間は 8月 1日～
10 日。［申・問］近藤さん（℡  ・
℻   892・6156）

サウンド会社交ダンス交流会
　8 月 30 日（日）午後 1 時 5
分～ 4時 15 分、ゆうゆうセン
ター 4 階多目的ホール。抜群
の選曲で男女バランスも良く
好評。お茶・お菓子にフルー
ツも用意。存分に踊れます。会
費 800 円。［問］畑中さん（℡  
090・4648・1775）

かたのキッズコンサート同窓会
　8月 30日（日）午前 10時～
正午、青年の家 303 号室。これ

　　　　　

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

までのキッズコンサート出演
者の同窓会をします。お菓子・
飲み物持参で来てね。お客さん
で見に来てくれたお友達もど
うぞ。楽しい時間を過ごしまし
ょう。［問］音夢の会の前田さん
（℡   090・2282・0054）

交野市長杯ソフトテニス大会
　9 月 6 日（日）午前 8 時 30
分（開場）、私部公園テニスコ
ート。雨天の場合は 9月 20 日
（日）に延期。男女別ダブルス。
対象は中学生以上。参加費 1組
1,000 円（中学生 600円）。［申・
問］8 月 26日（水）までに青年
の家（℡   892・7721）か、魚住
さん（℻   892・6146）

第31回交野市市長杯テニス大会
　9月 13日（日）〈予備日は 21
日〉、私部公園テニスコート。一
般男子複午前 8時、一般女子複
9時 30 分、壮年男子（45 歳以
上）11 時、混合午後 1 時。市
内在住・在勤・在学の人。参加
費 1 組 2,000 円。［申・問］9
月 4日（金）までに青年の家（℡  
892・7721）

交野オープンダブルス卓球大会
　9月13日（日）午前9時～午
後 5時、いきいきランド交野。
種目は混合男子および女子。各
種目一般および壮年（合計年齢
120歳以上）。参加費1種目1組
2,000円。主催は交野市卓球連
盟［申・問］8月22日（土）まで
に安原さん（℡  ・℻   891・8380）

  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行
に、預託していただきました。

▽  第 13 回チャリティーカラオ
ケ発表会　京いみ子講演会か
ら 1万 4,286 円

▽松塚の岡本功さんから3万円

  ハイキング●●●

くろんど池
　8月 22 日（土）午前 8時 30
分に河内磐船駅集合。小雨決行。
天田神社－私市駅－すいれん
池－くろんど池－高山城跡－
八ツ橋－獅子窟寺。10 ㌔。参
加費 200 円。［問］鶴園さん（℡  
891・6002）

雲山峰（紀泉アルプス）
　9月12日（土）午前7時50分
に河内磐船駅集合。小雨決行。京
橋－大阪－山中渓－四ツ谷山－雲
山峰－紀伊駅。やや健脚向き12
㌔。参加費200円。交通費2,000
円。［問］鶴園さん（℡   891・6002）

ペットボトルキャップを集めて駄菓子と交換しよう

　交野まつり会場の交野青年会議所駄菓子販売で、ペットボトルの
キャップ（清涼飲料水のキャップのみ）10個と駄菓子 1個を交換し
ます。
　集められたキャップは、世界の子どもにワクチンを届ける活動に
使われます。
と 　き　8月１日（土）午後 1時～ 7時、２日（日）午後 1時～ 8時
ところ　交野まつり会場（交野青年会議所　駄菓子販売内）
［問］交野青年会議所（℡   892・4500）

第 26回明星文化祭
　10月 10日（土）・11日（日）、
バザーを開催するにあたり、ご
家庭での不用品・日用品（共に
未使用）がありましたらご提供
ください。連絡いただければ取
りに伺います。［問］ホーム明星
の浜崎さん（℡   894・1798）

「声の広報」をホームページで
聞くことができます

　目の不自由な人のために、広報を音
訳した「声の広報」を、ホームページで
公開します。ぜひご利用ください。
url: http://www.city.katano.osaka.jp/
koho/koeno_koho.html

［問 ］市長公室広聴広報担当（℡  
892・0121）
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  催　　し　●●●

はなきんくらぶ
　8月 7日（金）・28日（金）午
後 1時 30分（開場）～ 4時、ホ
ーム明星（星田 8－ 6－ 7）。カ
ラオケ・囲碁・将棋など。対象
は市内在住の 60 歳以上の人。
参加費無料（喫茶は有料）。主催
は（社福）豊年福祉会。［問］浜崎
さん（℡   894・1798）

夏休み企画！ピアノ1曲弾こう！
　8月 8日（土）・22 日（土）・
29日（土）午前 9時 30分～正
午で 1人 20分（全 3回）、青年
の家音楽室。ピアノで弾いてみ
たい曲を楽しもう。対象は 3歳
児～大人。参加費 2,500 円（会
場費、教材費別）。要予約。［申・
問］小澤さん（℡   894・0667）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　8月9日（日）午前10時～正
午、ホーム明星「星徳館」（星田8
－ 6－ 7）対象は大人と小学生
のペア。教材費 1人 300 人。主
催は（社福）豊年福祉会。［申・問］
明星事務所（℡   891・2029）

廃食油回収
　8月15日（土）午前9時30分
～10時30分、市内20か所（広
報かたの4月号参照）。使い終わ
った油、期限切れの食油を回収し
ます。天かす・水が入らないよう
にして持参ください。空き容器は
各自持ち帰り処分してください。
［問］代永さん（℡   892・8568）

ビーズステッチアクセサリー
　8月15日（土）・20日（木）午
後1時 30分～、ゆうゆうセンタ
ーお年寄り健康教室。針と糸で編
むビーズアクセサリーには、いく
つかのテクニックがありますが、
まずは基本の作り方で体験してみ
ませんか。材料費2,000円。［申・
問］山田さん（℡   891・0558）

緑陰コンサート
　8月17日（月）午後1時～2時、
天野が原町さくら丘自治会館。ク
ラシック音楽を基調のコンサート
を開きます。どなた様も大歓迎。
演奏はプロの多い「音夢の会」。入
場無料。主催は天野が原町星友
クラブ。［問］音羽さん（℡   892・
1684）

2009 夏の写真展
　〈前期〉8月 18日（火）～ 23
日（日）〈後期〉8月 23日（日）
～ 30 日（日）午前 9時から午
後 4 時 45 分（30 日は午後 4
時まで）、青年の家 1階ロビー。
主催はかたの写真同好会。［問］
桝田さん（℡   891・1155）

夏本番！スレンダー講習会
　8月 18 日（火）午後 1時 30
分～、ゆうゆうセンター学びの
部屋 1。夏本番、気になる部分
のスレンダー講習会を行いま
す。自宅で簡単に 1人でできる
方法を提案します。参加費 500
円。［申］直接会場［問］奥村さん
（℡   090・6551・7715）

包丁、はさみ研ぎ

　8月 19 日（水）・20 日（木）
午前 10 時～正午、市役所別館
前。切れなくなった包丁、はさ
みを有料で研ぎます。［問］代永
さん（℡   892・8568）

住宅ローン延滞などの無料相談
　〈相談会〉8月23日（日）、星
田市民センター。9月6日（日）、
交野会館。いずれも午後1時～
4時。要予約。〈電話相談〉月～金
曜日午後1時～8時。住宅ロー
ン延滞・担保ローン延滞や住宅
を守るための無料相談。［問］（特
括）消費者相談センター（℡   06・
6944・4802）

心と体を癒す「アロマテラピー」
　8月 25 日（火）午後 1時 30
分～、ゆうゆうセンター学び
の部屋 1。植物の持つ力、天然
100％のアロマを使ってハンド
マッサージやグッズ作りを楽
しんでみませんか。参加費 500
円。［申］直接会場［問］奥村さん
（℡   090・6551・7715）

良く飛ぶグライダー作り教室
　8月 26 日（水）午前 9時 30
分～正午、武道館。航空力学に
基づいた紙グライダーを作りま
す。市内小学生高学年対象。参
加費 700円。主催は体育文化協
会［申］青年の家窓口［問］体育
文化協会の村上さんか井上さん
（℡   892・7721）

ベビーマッサージ
　8月26日（水）午前10時 30
分～11時 45分、いきいきラン

　　　　　

人口と火災・救急編集手帳
6 月末の市の人口（前月比）

人　口 79,599 人 （＋ 11）
男 38,943 人 （－　5）
女 40,656 人 （＋ 16）
世帯数 31,085　 （－ 13）

6 月の火災と救急
火災 7件 救急 182件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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梅
う め だ

田　芽
め い

衣です　平成18年 5月14日生

梅
う め だ

田　若
わ か ば

葉です　平成20年 5月13日生
　「とっても仲良しの姉妹です。

パパとママの宝物だよ」　

（妙見東）

佐
さ と う

藤　苺
い ち か

花です
平成21年 3月 9日生

　「たくさん飲んで大きくなぁ～れ♡」　

（星田）

協力　交野市星のまち観光協会

観
光
協
会
観
光
キ
ャ
ラ
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タ
ー

星
の
あ
ま
ん

　上の写真が源氏の滝です。昼でも薄暗く、なんとなく霊気
をも感じます。滝の名の由来は、昔、神宮寺に開元寺という寺
があり、開元寺の元寺をとって、「元寺の滝」と呼ばれ、また上
流の白旗池の白旗が源氏の旗印であることから「源氏の滝」
となったといわれています。
　右の写真は「交野郷土史かるた」に「宝形づくりの滝不動」
と読まれた宜

ぎし ゅ ん い ん

春院です。中にはお不動さんがまつられており、
夏に納涼で滝に来る人たちが「滝の不動さん」といって立ち
寄る交野の名所でもありました。

源氏滝の清涼

おわびと訂正　 「広報かたの」7月 1日号裏面「こんにちは」の記事で、武田彪吾さんのふりがなに誤りがあり
ました。 正しくは「たけだひゅうご」です。おわびし、訂正いたします。


